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ごあいさつ 

このたびは、弊社のＵＰＳ用オプションアクセサリ（HyperProシリーズ、Hyper/SPシリーズ用拡張ボード） 

をお求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品を安全にお使いいただくために、ご使用前にこの「取扱説明書」を最後までよくお読みください。特に、設置方法や

取扱いを誤ると、火災やケガなどの原因になることがありたいへん危険です。安全上の注意事項は必ずお守りのうえ、正し

くご使用ください。 

また、お読みになったあとは、いつでもご覧になれる場所に大切に保管してください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ご注意 
 ① 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
 ② 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 
 ③ 株式会社ユタカ電機製作所の許可なく複製・改変などをおこなうことはできません。 
 ④ 本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気 
   づきの点がございましたら、お買い求めの販売店または弊社営業にご連絡ください。 
 ⑤ 運用した結果の影響については④項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
 
商標について 
 記載の会社名及び商品名は各社の商標または登録商標です。 
 サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、 
 個人名とは一切関係ありません。 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

＜海外でのご使用について＞ 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けていません。従って、

この装置を輸出した場合に該当国での輸入通関および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することがあ

っても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 
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安全に関する注意 

 

安全にかかわる表示について 

   本製品を安全に正しくお使いいただくためにこの取扱説明書の指示に従って操作してください。 

  この取扱説明書には本製品のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どのようにすれば危険 

  を避けられるかなどについて説明されています。 

 

  取扱説明書では、危険の程度を表す言葉として「危険」、「警告」、「注意」という用語を使用しています。 

  それぞれの用語は次のような意味をもつものとして定義されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   危険 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が 

                         切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

 

 

 

              警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性 

                         が想定される場合、ならびに軽傷または物的損害が発生する頻度が高い内容を示し 

                         ています。 

 

 

              注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が重傷を負う可能性は少ないが、 

                  軽傷を負う危険が想定される内容、ならびに物的損害の発生が想定される内容を示 

                  しています。 

 

 

   上に述べる重傷は、失明、けが、やけど、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るもの、ならびに治療の 

   ために入院や長期通院を要するものをいいます。 

   軽傷とは、重傷に該当しないけが、やけど、感電などをいいます。 

   物的損害とは、家屋・家財などに関わる拡大損害をいいます。 

i
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  危険に対する注意、表示は次の三種類の記号を使ってあらわしています、それぞれの記号は次のような意味を持 

 つものとして定義されています。 

 

 

注意の喚起 

この記号は指示を守らないと危険が発生するおそれがあるこ

とを示します。記号の中の絵表示は危険の内容をの図案化し

たものです。 

（例） 

 

 

 

（感電注意） 

 

行為の禁止 
この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示

はしてはならない行為の内容を図案化したものです。 

（例） 

 

 

 

 

（火気厳禁） 

● 行為の強制 
この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、し

なければならない行為の内容を図案化したものです。危険を

避けるためにはこの行為が必要です。 

（例） 

 

 

 

 

（プラグを抜け） 

 

   

 

また、次のような記号を使って本製品の取り扱いに関する危険や注意を示しています。 

 

 

誤った取り扱いによって、 

発煙や発火の可能性があ 

ることを示しています。  

安全のために、風呂場、シ 

ャワーなど水場の使用を 

禁止することを示してい 

ます。 

 

誤った取り扱いによって、 

感電する可能性があるこ 

とを示しています。  

安全のために、その行為を 

強制することを示してい 

ます。 

 

安全のために、本装置の分 

解を禁止することを示し 

ています。  

安全のために、電源コード 

のプラグを必ず抜くよう 

に指示するものです。 

 

安全のために、火気の使用 

を禁止することを示して 

います。  

安全のために、接地（アー 

ス）線を必ず接続するよう 

指示するものです。 

 

誤った取り扱いによって 

回転物によるけがを負う 

おそれがあることを示し 

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
ii 
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安全上のご注意 

  本製品を安全に使用していただくために、ここで説明する注意事項を必ずお読みください。注意事項を無視した 

  取り扱いを行うと、装置が故障するばかりでなく、死亡・けが・やけど・感電などの人体事故、火災・周囲の機 

  器の損傷を引き起こす原因となることがあります。 

 

 無停電電源装置（ＵＰＳ）の使用目的と制限 

  無停電電源装置（ＵＰＳ）は一般事務室における事務処理用として開発されたものです。 

  同様に、ＵＰＳ用オプションアクセサリに関しても一般事務室における事務処理用として開発されています。 

  したがって以下のような用途には使用しないでください。 

・ 人体／生命に重大な影響を及ぼすような医療機器の制御 

・ きわめて高度な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器などの制御 

・ 工作機械の制御 

・ 交通機関（電車や自動車など）の制御や管制 

   

 潜在リスクについて 

  本装置の潜在リスクについて                                     

潜在リスクとは、ここではこの製品の性格上考えられる人体／生命への影響のことをいいます。 

本製品には次のようなリスクが考えられます。 

  ・感電事故 

  ・短絡（ショート）事故や、発熱による火災 

 

  装置から放射される電磁波の影響                                   

本製品に限らず、情報処理装置と呼ばれるものはその動作原理により装置から電磁波を放射します。現在 

の技術では、装置から放射される電磁波を完全にシャットアウトすることはできません。 

特に電波によるリモートコントロールを行っている機械の近くで本装置を使用した場合、機器の誤動作の 

原因となります。 

このような機器のそばで本製品をお使いになる場合は、UPS本体装置を含めて、電磁シールドなどの対策 

を講ずる必要があります。 

  

  使用上、取扱上の注意事項 

取扱説明書（本書）をよくお読みになり、誤った使用をしないようにしてください。 

また、「危ない」と感じたときはUPS本体装置を停止し、入力ケーブルをコンセントから抜いてください。 

 

  本製品の譲渡または売却時の注意について 

本製品を第三者に譲渡または売却する場合は、本装置に添付されている全てのものを譲渡（売却）してください。また、

本書を紛失された場合は、販売店または弊社営業にご連絡ください。 

 

  本製品の保証について 

本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご

確認の上、大切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合、保証書記載内容にもとづいて修理いたします。保

障期間後の修理については、販売店または弊社営業にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 
iii 
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安全上の重要な注意事項 

 

                        危険 

・引火性のあるガスや発火性のある物質がある場所で使用しないでください。火花が発生した 
 場合にこれらの物質に引火し、爆発する危険があります。 

 

 

                        警告 
 
・常に本取扱説明書に記載されている各種注意事項及び使用範囲を守ってご使用ください。 
 本取扱説明書に記載されていない操作・取扱方法、仕様変更した交換部品の使用や改造、 
 記載内容に従わない使用や動作などを行わないでください。機械の故障、人身災害の原因 
 になることがあります。 

 

 
・保守員以外は、本製品の分解、修理・改造などをしないでください。分解・修理・改造など 
を行うと正常に動作しなくなるばかりでなく、感電・火災の原因となることがあります。 

  
 

 

・公共的、社会的に重大な影響を及ぼす可能性の機器や、医療機器など、人命および人身の損 
 害に影響を及ぼす可能性がある用途には使用しないでください。 

 

・本製品の使用中に異音、異臭の発生や異常が生じたときは、直ちに使用を中止し、販売店 
または弊社営業までご連絡ください。 

 

 
・異物が入ったり、水などがかかったときは、直ちに使用を中止し、販売店または弊社営業 
までご連絡ください。 

 

 

 

                        注意 

・本製品は日本国内用であり、輸出はできません。 

 

・ＵＰＳ本体装置のメンテナンスを行う際や、オプションアクセサリを取り付ける際は 
必ず、ＵＰＳ本体装置を停止し、入力ケーブルをコンセントから抜いてください。 

 

・本製品に対応している以外の製品でのは使用しないでください。 

 また、弊社が指定していない製品、インタフェースケーブル等を使用したために発生した故障 

 事故については、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

・本製品は温度０～４０℃、湿度１０～８０％（ただし結露のないこと）の範囲内の場所に 

設置してください。 

 

・本製品は雷に対する対策を行っておりません。落雷が想定される場所への設置は行わないでください。ま

た、やむを得ず設置する場合は、避雷対策を十分に行ってください。 

 

・通信ケーブルは通路など足の引っかかる場所には置かないでください。本製品および周辺機器などを破損

したり、通信異常を起こす可能性があります。 

 

 

・落としたり堅いものにぶつけるなどして強い衝撃を与えないでください。 
 

iv
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安全上の重要な注意事項 

 

                          注意 

 

・次のような場所では使用しないでください。破損や故障などの原因になります。 

  直射日光の当たる場所 

  高温、多湿の場所 

  振動、ほこりの多い場所 

  強い電界、磁界の中 

  水、コーヒー、ジュースなどの飲料や油などがかかる恐れのある場所 

 高熱を発する部品の近辺 

 

・無人で使用する場合は、正常な設置状態にあるか時々点検してください。 

 

・保管の際は保存環境（温度-10～60℃、湿度１０～8０％：ただし結露のないこと）に注意して、本書と

一緒に保管してください。 

 

・本製品の電子部品、コネクタ等に直接ふれないでください。 

静電気により故障の原因となることがあります。また、思いがけない感電やケガのおそれが 

あります。 

本製品の設置時や設定時などで本製品に触れる場合は、導電性マットを使用したり、身近な 

金属（アルミサッシやドアノブなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除く等静電気対策 

を行ってください。 

 

・本製品は水などで濡らさないで下さい。感電・火災の原因となります。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

v
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１. システム概要 
SNMP WEB BOARD（以後、本ボードと表記します）は、バックアップ電源装置（以下 UPS） HyperPro（HP）シリー

ズ、Hyper/SP（HS）シリーズに装着するオプションアクセサリーで、UPSにネットワークを使用した以下のような6

つの機能を追加することができます。 

（1） WEBサーバー機能 

ブラウザによるUPSの管理およびUPSの起動や停止等の制御が可能。 

（2） 初期化ウィザードによる簡単設定 

指示に従って設定することで簡単に設定可能。 

（3） FTPサーバー機能、SOCKETサーバー機能 

ホストコンピュータ上のプログラムによりUPSの制御が可能。 

（4） SNMPv2エージェント機能 

SNMPマネージャにJEMA-MIBまたはRFC1628-MIBをロードすることで、SNMPマネージャからネットワーク経

由でUPS情報の収集やUPSの制御が実施可能。 

（5） 本ボード上のtelnet/ssh(ver.1)クライアントとスクリプト機能 

・ 各種OSにログインしシャットダウンすることが可能。 

・ 停電等の停止時も OS をシャットダウンし、確実に停止したことを確認後に UPS の出力を停止することで、

コンピュータを安全に停止することが可能。 

・ ホストコンピュータに監視ソフトを入れる必要なし。 

（6） カレンダー機能 

毎日または毎週に対応した定時設定、特定の日のみ特別な設定を行う指定日設定を組み合わせることで、 

多用なスケジュール運転が可能。 

（7） LOG機能 

このログをメールで送信する、syslogサーバーにリアルタイムに送信する、ブラウザの操作によりダウンロ

ードすることが可能。メンテナンスに役立つ。 

本ボードの動作環境は次の通りです。 

    ◎対応OS：telnet/SSH(Ver.1)でログインできるOS対応（UNIX系全般、Windows2000SP4、XP以降のOS） 

    ◎推奨ブラウザ：Microsoft Internet Explorer 6.0以降、 Netscape6.1以降、 

Mozilla1.0以降、Opera7.5以降、FireFox 1.0以降 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）設定値およびログデータのバックアップを行うため、１日 1 回本ボードは自動的に再起動します。UPS 本体および本

ボードの動作には影響ありませんので、ご安心ください。また本ボードがハングアップする恐れがありますので、UPS

の AC 入力投入後、約 1 分間は本ボードにアクセスしなでください。 

AC 出力 

ネットワーク機器

（UPS 負荷装置）

SNMP WEB BOARD

イーサネット 

コンピュータ A

SNMP 管理端末 

対応 UPS 

AC 出力 

コンピュータ B 

（UPS 負荷装置） 対応 UPS 

UPS 監視制御

ソフト搭載 

（telnet）

UPS 監視制御 

ｿﾌﾄのｲﾝｽﾄｰﾙ不要 

SNMP マネージャ 
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２. 設置について  

 設置は快適な場所をお選びください。とくに以下のような場所は、お避けください。 

●直射日光の当たる場所 

●高温・多湿の所 

●強い振動や衝撃のある所 

●塩分や腐食性ガスの発生する所 

●傾いている（水平でない）所 

●無線機の近く（無線機にノイズが混入する場合があります。） 

●埃の多い場所 

●狭い場所 

また、加湿器をご使用の場合は超音波式加湿器以外の加湿器をご使用ください。 

 

３. 各部の名称と働き 
    各部の名称と働きは次の通りです。 

  

 

 

 
②CONFIG スイッチ 
 
③RESET & 初期化スイッチ 
 
④イーサネットインタフェース
 
⑤左（D2）：データ表示 LED（緑）
中央（D1）：100/10BASE LED（緑）
右（D3）：LINK LED（黄） 

 
 
⑥ステータス LED 

① UPS 接続コネクタ 

 

⑥ ⑤ 
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表3-1 各部の名称と働き 

番号 名 称 機 能 

① UPS接続コネクタ 
UPSのアクセサリボード用拡張SLOTと本ボードを接続する 

ためのコネクタです。 

② イーサネットインタフェース 

10BASE-T/100BASE-TXケーブルを接続するコネクタです。 

本ボードに接続した10BASE-Tもしくは100BASE-TXケーブルの他方をハブ、ルー

タ等のネットワーク機器に接続する場合はストレートケーブルをご使用くださ

い。またコンピュータに接続する場合はクロスケーブルをご使用ください。 

③ CONFIG スイッチ 

動作モードやIPアドレスを設定するための16ポジションロータリー型スイッチ

です。（動作モードおよびIPアドレスの設定は本スイッチの他にTELNETでのネッ

トワーク経由の設定が可能です。） 

④ RESET & 初期化スイッチ 

CONFIG スイッチを使用した IP アドレスの設定時および本ボードをリセットする

際使用するスイッチです。 

１秒以上押下すると本ボードがリセットします。 

（全LED１回点滅→全LED消灯→全LED点灯→全LED消灯で完了） 

10秒以上押下すると本ボードが工場出荷時の設定となります。 

（全LED３回点滅→全LED消灯→全LED点灯→全LED消灯で完了） 

⑤ DATE・100/10・LINK LED 

（ⅰ）D2:DATA表示（緑） 

   データの入出力が行われている際点滅します。 

（ⅱ）D1:通信速度表示（緑） 

   通信速度が100Mbps時点灯、10Mbps時消灯します。 

（ⅲ）D3:LINK表示（黄） 

   ネットワークのリンクが確立している間点灯します。 

⑥ STATUS LED 

本ボードの動作状態を示します。 

4 3 2 1
通常動作モード ● ● ● ◎ 1
IP設定モード ● ● ● ○ 4
IP表示モード - - - - 7

LED動作モード CONFIGスイッチ

 

 

 （LEDの状態） 

      ●：消灯 

      ○：点灯 

      ◎：点滅 
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４. 初期設定 

4.1．ハードウエア 

（１）梱包開封時 

① 梱包箱の確認 

梱包箱に損傷がないか検査してください。万一、損傷があった場合は直ちにその旨を運搬者に申し出てください。 

 

② 梱包内容の確認 

装置を設置する前に以下のものが揃っているかを確認してください。万一不足しているものがある場合は、 

販売店へご連絡ください。 

 

名称 数量 

SNMP WEB BOARD（本ボード） １ 

CD-ROM（本ボードの下に同梱されています） 

   取扱説明書、Windowsセットアッププログラム、 

MIBファイル、サンプルプログラム、 

１ 

セットアップカード １ 

保証書 １ 

 

③ 外観の確認 

製品や付属品の外観に損傷や変形がないことを確認してください。 
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（２）UPSとの接続 

① 本ボードを接続するUPSに接続されている装置の電源を全て停止してください。 

 

② 本ボードを接続するUPSを停止し、入力ケーブルを抜いてUPSを完全に停止させてください。 

※UPSの停止オペレーションは各UPSの取扱説明書に記載されている手順に従って行ってください。 

 

③ UPSのオプションアクセサリー用拡張SLOTに本ボードを挿入してください。その際、挿入する方向、向きに注

意して、慎重に挿入してください。 

本ボードを挿入後はSLOTカバーをＵＰＳ付属の固定用ネジでしっかりと固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ LAN ケーブルはハブと接続する場合はストレートケーブル、コンピュータと直接接続する場合はクロスケーブ

ルをご使用ください。 

 

⑤ UPSの入力ケーブルをコンセントに接続し、UPSを起動してください。 

※UPSの起動オペレーションは各UPSの取扱説明書に記載されている手順に従って行ってください。 

 

⑥ 10BASE-Tもしくは100BASE-TXケーブルを本ボードのイーサネットインタフェースに接続してください。 

  

⑦ 本ボードに接続した10BASE-T もしくは100BASE-TX ケーブルの他方をハブ、ルータ等のネットワーク機器に接

続する場合はストレートケーブルをご使用ください。またコンピュータに接続する場合はクロスケーブルをご

使用ください。 

 

⑧ 本ボードの LINK LED が点灯し、本ボードとネットワーク機器とのリンクが確立されているか確認してくださ

い。LINK LEDが点灯していない場合はケーブルの接続、使用しているケーブルの種類が間違っていないかUPS

及びネットワーク機器の電源が入っているかを再度確認してください。 

オプションアクセサリ用拡張SLOT 

固定ネジ 

オプションアクセサリ用拡張SLOT 
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（３）動作モードの設定 

   CONFIGスイッチ（動作モード設定スイッチ）により動作モードを設定します。 

   CONFIGスイッチによる動作モードの設定は本ボードの起動時またはリセットにて有効になります。 

  表4-1 COMNFIGスイッチ設定表 

CONFIGスイッチ(SW) 動作モード 内容 

SW1 通常動作モード 通常使用時は本モードで使用します。 

SW4 IP アドレス設定モー

ド 

CONFIGスイッチを使用して本ボードのIPアドレス設定を行うモードです。

※IPアドレスの設定はWEBブラウザでも行えます。 

詳しくは「4.2(2) ①～⑦」をご参照ください。 

SW7 IP アドレス表示モー

ド 

CONFIGスイッチを使用して本ボードのIPアドレスを表示するモードです。

※IPアドレスの設定はWEBブラウザでも確認できます。 

詳しくは「4.2(2) ①～⑦」をご参照ください。 

SWA 自己診断モード 本ボードのファームウェアを変更する必要がある場合等の保守時に使用し

ます。 

特別な理由がない限りこのモードに設定しないでください。 

※保守時以外設定しないでください。 

SW0,2,3,5,6,8,9 

SWB～F 

予約 使用していません。 

※設定しないでください。 

  ※特に必要がない場合はSW1以外設定しないでください。 

 

（４）IPアドレス設定（CONFIGスイッチ SW４） 

   CONFIGスイッチでIPアドレスを設定する手順は以下の通りです。 

   ※IPアドレスはブラウザからも設定が行うことができます。詳しくは「5.3(1) ネットワーク」をご参照ください。 

 

  ① CONFIGスイッチを「４」に設定し、RESETスイ  

ッチを１秒押下するとSTATUS LEDが全灯しま 

す。しばらくするとLED１が点灯し、IPアドレ   

ス設定モードになります。 

（1桁目を設定するモードになります。） 

 

  ② STATUS LED の表示（1-12桁の10進値を順番

に表示）に該当するアドレスの値をCONFIGス

イッチで設定し、RESETスイッチを順次1秒押

下します。 

STATUS LED には桁数が 16 進数(HEX)で表示

されます。IPアドレスは上位の桁から入力し

ます。 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

例）192.168.0.10を設定する場合 

STATUS LED 
設定桁 

4 3 2 1 
CONFIG スイッチ 

1桁目 □ □ □ ■ 1 

2 桁目 □ □ ■ □ 9 

3 桁目 □ □ ■ ■ 2 

4 桁目 □ ■ □ □ 1 

5 桁目 □ ■ □ ■ 6 

6 桁目 □ ■ ■ □ 8 

7 桁目 □ ■ ■ ■ 0 

8 桁目 ■ □ □ □ 0 

9 桁目 ■ □ □ ■ 0 

10桁目 ■ □ ■ □ 0 

11桁目 ■ □ ■ ■ 1 

12桁目 ■ ■ □ □ 0 

 STATUS LED状態：□:消灯、■:点灯 

[桁]
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③ 12桁まで正常に入力されると、LEDが3回全

点滅した後、IP アドレスの 1 桁目を STATUS 

LEDに表示します。 

以降RESETスイッチが順次押される毎に2桁

目以降を順次STATUS LEDに表示します。12

桁目まで表示されると STATUS LED が全点

滅します。 
 

④ 設定が終了したら、LED が全点滅してい     

る間に、CONFIGスイッチを１にし、RESETス

イッチを１秒押下して通常動作モードにする

ことにより、設定したIPアドレスが有効にな

ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（5）IPアドレス表示（CONFIGスイッチ SW７） 

   CONFIGスイッチでIPアドレスを表示する手順は以下の通りです。 

 ※IPアドレスはブラウザからも確認できます。詳しくは「5.3(1) ネットワーク」をご参照ください。 

  

① CONFIG スイッチを「７」に設定し、RESET ス

イッチを１秒押下すると STATUS LED が全灯

します。しばらくすると IP アドレスの上位 1

桁目が表示されます。 

 

  ② RESETスイッチを順次1秒押下すると、STATUS 

LED の表示（1-12 桁の 10 進値を順番に表示）

に該当するアドレスの値が表示されます。

STATUS LED には桁数が16進数(HEX)で表示さ

れます。IPアドレスは上位の桁から表示されま

す。 

例）192.168.0.10を設定した場合 

STATUS LED 
設定桁 

4 3 2 1 
設定アドレス 

1桁目 □ □ □ ■ 1 

2 桁目 ■ □ □ ■ 9 

3 桁目 □ □ ■ □ 2 

4 桁目 □ □ □ ■ 1 

5 桁目 □ ■ ■ □ 6 

6 桁目 ■ □ □ □ 8 

7 桁目 □ □ □ □ 0 

8 桁目 □ □ □ □ 0 

9 桁目 □ □ □ □ 0 

10桁目 □ □ □ □ 0 

11桁目 □ □ □ ■ 1 

12桁目 □ □ □ □ 0 

 STATUS LED状態：□:消灯、■:点灯 

例）192.168.0.10を設定する場合 

STATUS LED 
設定桁 

4 3 2 1 

CONFIG スイッチ 

1桁目 □ □ □ ■ 1 

2 桁目 □ □ ■ □ 9 

3 桁目 □ □ ■ ■ 2 

4 桁目 □ ■ □ □ 1 

5 桁目 □ ■ □ ■ 6 

6 桁目 □ ■ ■ □ 8 

7 桁目 □ ■ ■ ■ 0 

8 桁目 ■ □ □ □ 0 

9 桁目 ■ □ □ ■ 0 

10桁目 ■ □ ■ □ 0 

11桁目 ■ □ ■ ■ 1 

12桁目 ■ ■ □ □ 0 

 STATUS LED状態：□:消灯、■:点灯 



8                                      1520201T 

4.2. ソフトウエア 

(1)工場出荷時設定 

 

項番 項目名 初期値 

１ 停電確認時間(ディレイ 1) 180 秒 

２ シャットダウン告知時間(ディレイ 2) 10 秒 

３ シャットダウン待機時間(ディレイ 3) 60 秒 

４ UPS 停止時間(ディレイ 4) １分 

５ 停電回復後の UPS 再起動動作 起動 

６ 復電後起動遅延時間 0秒 

７ 

シャットダウ

ン設定 

シャットダウン実行 なし 

８ 
スケジュール

設定 
スケジュール時間 なし 

９ 
イベント・スク
リプト設定 

各イベント実行および 16 個のスクリプト設
定 

なし 

１０ ボード設定：IP アドレス 192.168. 0.10 

１１ ボード設定：サブネットマスク 255.255.255.0 

１２ ボード設定：デフォルトゲートウエイ 0.0.0.0 

１３ ボード設定：HTTP ポート番号 80 

１４ ボード設定：ソケットサーバ ポート番号 8192 

１５ メール設定：送信メールサーバアドレス 0.0.0.0 

１６ メール設定：送信先 4ヶ所 なし 

１７ メール設定：送信者名 UPS 

１８ メール設定：件名 空白(UPS イベント発生) 

１９ Windows Message 設定：送信先 4 ヶ所 0.0.0.0 

２０ SNMP 設定：コミュニティ名 public 

２１ SNMP 設定：送信漢字コード Shift-JIS 

２２ SNMP 設定：MIB 設定 JEMA 

２３ SNMP 設定：トラップ送信先アドレス 8 ヶ所 0.0.0.0 

２４ 

ネットワーク 

接続制限：制限 IP アドレス 8 ヶ所 0.0.0.0 

２５ 本ボード時刻 不定 

２６ 
時刻設定 

NTP サーバーアドレス 0.0.0.0 

２７ ユーザ名 upsuser 

２８ 

アカウント・パ

スワード パスワード upsuser 

２９ FTP サーバ動作 起動 

３０ ソケットサーバ動作 起動 

３１ 

動作モード 

SNMP・MIB 設定 JEMA 

３２ 管理者 agent@snmp-agent（半角60文字以内、全角30文字）

３３ 接続装置 UPS（半角 16 文字以内、全角 8文字） 

３４ 設置場所 office（半角 60 文字以内、全角 30 文字） 

３５ コメント なし（半角 10 文字以内、全角 5文字） 

３６ バッテリ交換実施日 00.01.01 

３７ バッテリ交換実施回数 0 

３８ 

装置情報 

ブザー鳴動 全ての異常、警告条件の鳴動 
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(2)初期設定 

① 本ボードにアクセスするコンピュータの IP アドレスをクラス C のセグメント内の 192.168.0.xxx 

（192.168.0.0、192.168.0.10、192.168.0.255 以外）に設定変更してください。 

 

② コンピュータ上で、ウェブブラウザを起動します。 

 

③ http://IP アドレスをアドレスバーに入力し、Enter を押してください。 

例：http://192.168.0.10（暗号化なし） 

 

 

※ 尚、プロキシサーバー経由で本ボードにアクセスしないでください。ご使用のブラウザの設定を「プロキシサーバー

を使用しない」に設定し、本ボードの IP アドレスを設定してください。 

｢プロキシサーバーを使用しない｣に設定されていない場合、誤動作の原因となりますのでご注意ください。 

 

④ ユーザ名およびパスワードを入力し、ログインボタンを押してください。 

（工場出荷時はユーザ名：upsuser、パスワード：upsuser です） 
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⑤ 初めて起動した場合、および、Ver.3.3 以下より Ver.3.4 以上にバージョンアップした場合、選択画面

が表示されます。 

初期設定ウィザードを選択しますと、最低限必要な初期設定用のメニューが順番に表示されます。 

簡易設定メニューは表示内容を必要最低限に減らした簡易版です。 
詳細設定メニューは本ボードのすべての機能をご使用になれます。 
簡易設定メニュー、詳細設定メニューは左メニューでいつでも変更可能です。 
以降、初期設定ウィザードを選択したものとします。また、初期設定ウィザードは左画面の基本設定の 

初期設定ウィザードによりいつでも起動可能です。もし、下記メニューが出ない場合も左画面の基本設

定の初期設定ウィザードより起動してください。 

 

   

⑥ 初期設定ウィザードを選択すると最初にボタンの説明画面が表示されます。 

ここでは「設定し次へ」か

「スキップ」のいずれかで

次の画面に移動します。 

 【注意】 

  1)中断する場合は必ず中 

断ボタンで中断してく 

ださい。それ以外の方法 

で中断すると、それまで 

の設定が反映されてし 

まいます。 

     2)初期化ウィザード中に 

他のブラウザや PC より 

本ボードにアクセスしな 

いでください。表示内容 

が本来と異なったり、中 

断処理が正しく行えなく 

なります。 
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⑦ 初期設定ウィザード[アカウント設定] (1/12)  

この Web ボードにブラウザや telnet でログイン

するときのユーザ名を変更します。変更しない場

合はスキップしてください。 

 

 

 

 

 

 

⑧ 初期設定ウィザード[パスワード設定] (2/12)  

この Webボードにブラウザやtelnetでログインす

るときのパスワードを変更します。変更しない場

合はスキップしてください。パスワードを変更す

るためには、現在のパスワードと、間違いの無い

ように新しいパスワードを２回入力してください。 

【注意】パスワードを忘れるとログインできなく

なりますのでご注意ください。 

万一忘れた場合は Web ボードのリセットボタンを 10 秒以上押すことでパラメータを全て初期化し、パ

スワードをデフォルトに戻してください。デフォルトのパスワードは”upsuser”です。 

 

⑨ 初期設定ウィザード[装置情報設定] (3/12)  

装置情報を設定します。 

変更しない場合はスキップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 初期設定ウィザード[シャットダウン設定] (4/12)  

1． 停電確認時間(ディレイ1) 

停電が発生した場合の電源復旧待機時間です。 

この時間の間に停電が復旧した場合は停電は 

無かったものとして出力を継続します。 

数値は5桁まで入力できます。 

2． シャットダウン告知時間(ディレイ2) 

シャットダウン前の準備時間です。 

停電確認時間が経過しても停電が回復しなか 

った場合、および停電以外のシャットダウンは 

このフェーズから始まります。このフェーズが始まると「シャットダウン準備中」イベントとなり、イ 

ベント設定の「シャットダウン準備中」にチェックが入っている処理が実行されます。この時間が経過 
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後、実際のシャットダウン処理が行われますので、そのための告知処理を行う時間です。 

数値は5桁まで入力できます。 

この時間以降に停電が復旧してもこれらの処理を継続し、UPSの出力を停止します。 

3． シャットダウン処理時間(ディレイ3) 

このフェーズが始まると「シャットダウン開始」イベントとなり、イベント設定の「シャットダウン開 

始」にチェックが入っている処理が実行されます。通常、ここでシャットダウンスクリプトを実行し、 

負荷装置のシャットダウンを行います。ここで指定されている時間より実際のシャットダウン時間が長 

い場合は、その時間が有効となります。数値は5桁まで入力できます。 

4． UPS停止時間(ディレイ4) 

UPS停止時間です。数値は2桁まで入力できます。 

5． 停電回復後のUPS再起動動作 

停電によるUPS停止動作中または停止後に電源が復旧した場合にUPS停止後の動作形態を指定します。 

「起動」の場合は一度UPS停止後に自動的に再起動を行います、「停止」の場合にはUPS停止後に再起 

動は行われません。 

6． 復電後起動遅延時間 

復電後の起動を遅延設定することができます。数値（秒）は3桁まで入力できます。 

7．シャットダウン実行 

このチェックボタンをチェックすると、停電時およびバッテリ限界時に停電シーケンス動作を実行

します。尚、バッテリ限界時はディレイ３からの動作となります。また監視ソフトをご使用になる

場合はこのチェックボタンを外してください。 

 

⑪ 初期設定ウィザード[ネットワーク設定] (5/12)  

  本ボードの IP アドレス、サブネットマスク、デフ 

  ォルトゲートウエイアドレスを設定します。 

 

 

 

 

⑫ 初期設定ウィザード[メール設定] (6/12)  

メール関係の設定をします。 

変更しない場合、またはメールを使用しない

場合はスキップしてください。E-Mail アドレ

スは最大４ヶ所まで設定できます。残りを設

定するにはネットワークのメール設定で設

定できます。 

送信メールサーバアドレスには送信サーバ

の IP アドレスを入力してください。イベン

ト発生時の通知やログの自動送信時に使用し

ます。 

E-MAIL アドレスにはイベント発生時に送信する先を登録します。ログの送信はログ設定で行います。 

送信者名はメールの送信者名になります。メールサーバーの種類、設定によっては送信者名に有効な

MAIL アドレスを必要とすることもあります。件名はメールの件名となり、省略時は”UPS イベント発生”

となります。任意の文字が指定できますが、$e はイベント名に、$I は本ボードの IP アドレスに、$m は

送信者名の項目で設定した文字列に展開されます。 
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⑬ 初期設定ウィザード[Windows メッセージ設定] 

(7/12)  

Windows メッセージの送信先 IP アドレスを設定を

します。Windows メッセージを使用しない場合はス

キップしてください。送信先 IP アドレスは最大 4

ヶ所まで設定できます。残りを設定するにはネット

ワークの Windows Message 設定で設定できます。 

 

⑭ 初期設定ウィザード[ＳＮＭＰ設定] (8/12)  

ＳＮＭＰ関係の設定をします。 

変更しない場合、またはＳＮＭＰを使用しない場合

はスキップしてください。トラップ先 IP アドレス

は最大８ヶ所まで設定できます。残りを設定するに

はネットワークの SNMP トラップ送信先アドレスで

設定できます。 

 

⑮ 初期設定ウィザード[スクリプト設定] (9/12)  

スクリプト番号１番のスクリプトの設定をします。 

設定を行うと、シャットダウン開始イベントにもチ

ェックが入り、シャットダウン時にここで設定され

たスクリプトが実行されます。IP アドレスを

"0.0.0.0"にするとこのスクリプトは無効となり、シ

ャットダウン開始イベントのチェックもクリアさ

れます。 変更しない場合、またはシャットダウン

スクリプトを使用しない場合はスキップしてくだ

さい。 

スクリプト番号 2 番以降の設定やより詳細な設定、

スクリプトの編集、動作確認はスクリプト設定で設定できます。 

1.IP アドレス 

シャットダウンを行うターゲットの IP アドレスを設定します。 

2.コメント 

  任意の文字列を書き込めます。半角文字換算で 31 文字まで記入できます。 

3.USER1、PASS1、USER2、PASS2 

スクリプト内で使用される変数$user1、$pass1、$user2、$pass2 があれば、それぞれに置き換わり
ます。通常、telnet、sshでログインするためのユーザ名とパスワードを設定します。 
Unix系は最初は一般ユーザでログインします。そのためのユーザ名を USER1、パスワードを PASS1
で指定します。その後、rootにログインし直す際のユーザ名を USER2、パスワードを PASS2で指定
します。(通常は"su"コマンドで rootに移行する際はユーザ名は不要ですので、USER2は指定しなく
ても結構です) 
Windowsでは直接"administrator"にログインできますので、そのためのユーザ名を USER1、パスワ
ードを PASS1の指定だけで結構です。 
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  4.スクリプト編集 

一般的な OS のシャットダウンスクリプトが選択できるようになっています。ここでは Windows 系

(2000,XP)、Linux系(RedHat、SUSE等)、Solaris系、MacOSX、HP-UX10/11、FreeBSD系、QNX、Linux OpenSSH、

Solaris OpenSSH、Mac OSX OpenSSH が選択可能です。なお、選択したスクリプトはあくまで雛形であ

り、実際に動作するかどうかの確認(テストボタンで確認)や、バージョン等による差の修正は「スク

リプト設定」で設定してください。 

 

⑯ 初期設定ウィザード[ログ設定] (10/12) 

  イベントログをメールで自動送信するかを設定し 

ます。変更しない場合、または使用しない場合はス 

キップしてください。 

その他のログ、および、ログを syslog で送信した 

い場合などはメニューのログ設定から行ってくだ 

さい。 

 

 

 

 

 

⑰ 初期設定ウィザード[時刻設定] (11/12) 
このボードの時刻を設定します。変更しない場合は 

スキップしてください。 

このページのみ一度「設定」または「設定および更

新」ボタンで更新し、結果を確認してから下のボタ

ンでページを移動してください。 

時刻を設定した後は「中断」ボタンで中断しても変

更前の時刻に戻すことはできません。 

赤く表示されているのがこのボードの表示したと

きの時刻です。その下にはこのブラウザ表示を行っ

ているコンピュータの表示した時点の時刻が設定されています。この画面を表示後すぐに設定ボタンを

クリックするとその時間がボードの時間となります。 

NTP サーバーが使用できる環境では下段の NTP サーバーの IP アドレスを設定すると 1 時間に一度、NTP

サーバーの時刻によりボードの時刻を調整します。 



15                                      1520201T 

⑱ 初期設定ウィザード[確認] (12/12) 

全ての設定が終われば確認画面が表示されます。 

ここで、設定ミス等があれば「再設定」ボタン

で再度、そのメニューに移ります。その際は「設

定し最終へ」と「設定せず最終へ」のボタンが

表示されます。 

ここで「設定し終了」ボタンをクリックすると

設定が保存され、ボードを再設定するために自

動的に再起動が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜UNIX システム（Linux、Solaris など）をシャットダウン＞ 

 telnet または SSH (Secure Shell)で接続できる環境に設定してください。 

telnet、SSH の設定につきましては付属 CD-ROM の manual フォルダ内にある「マニュアルの付録の     

telnet、SSH 設定」をご覧ください。 

 

＜Windows システム（Windows2000、XP 以降）をシャットダウン＞ 

（ⅰ）操作内容 

      ・telnet サービス ： システム制御の有効（状態：開始、スタートアップ：自動） 

      ・Messenger サービス ：Windows へのメッセージ通知有効（状態：開始、スタートアップ：自動） 

      ・shutdown.exe ： システム・シャットダウン用に最新版を system32 フォルダにコピー 

      ・telnet 設定 ： 認証条件（Passwd のみ）、FireWall 例外設定（telnet ポート(23)） 

 

（ⅱ）自動設定 

      ① 上記操作を自動的に行うため、付属 CD-ROM の winsetup 

フォルダ内の「winsetup.exe」を起動してください。 

「winsetup.exe」を起動すると、右記画面が表示されま 

す。 
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      ② 画面上の「実行」ボタンを押しセットアップを実行してください。 

         システムがWindows2000の場合、「shutdown」ファイルを\WINNT\system32 

フォルダにコピーします。右記ポップアップ・メッセージのOKボタン 

を押すと処理を続行します。 

 

 

 

 

      ③ 右記ポップアップ・メッセージが表示されましたら、処理は終了です。 

         ポップアップ・メッセージを閉じ、「終了」ボタンで処理を終了して 

ください。 
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５．機能詳細 
5.1.メニュー設定 

  ログインすると、画面左最上段に現在のメニュー状態(簡易設定メニュー、詳細設定 

メニュー)が表示されています。表示されているものが現在の状態です。セレクタで 

選択することで、新たな状態に移行します。その設定の内容により、左側の基本メニ 

ューの内容や設定画面に表示される項目が変わります。 

簡易設定メニューでは必要最小限にメニューの量、内容を絞っています。 

詳細設定メニューでは全てのメニューが表示され、全ての設定が行うことができます。 

 

5.2.現在情報 

ログインすると、画面左上段に、以下の現在情報が表示されます。 

1． UPS 型名・・・UPS の型名を表示します。 

2． IP アドレス・・・本ボードの IP アドレスを表示します。 

3． 接続装置・・・メンテナンスメニューの“装置情報”で設定した

内容を表示します。 

4． 設置場所・・・メンテナンスメニューの“装置情報”で設定した

内容を表示します。 

5． リモート IP・・・本ボードにアクセスしているコンピュータの IP アドレスを表示します。 

 

5.3.UPSメニュー 

(1) 監視 

画面左の UPS メニューの“監視”をクリックすると、

監視画面が表示されます。本ボードが装備された

UPS の状態が表示されます。また再表示間隔時間で

自動的に再表示します。10 秒～90 秒に設定可能で

す。0 秒の場合は自動再表示しません。 

 

1. UPS 時刻：監視時の時刻を表示します。 

2. UPS 型名：UPS の型名が表示されます 

3. IP アドレス：本ボードの IP アドレスが表示され

ます。 

4. 設置場所：設定した設置場所が表示されます。 

5. 接続装置：設定した接続装置が表示されます。 

6. 最終イベント状態：最終イベント状態内容が表

示されます。イベント設定のイベント一覧表参

照 

7. メイン出力状態：インバータ運転中(緑)・ 

   UPS 停止中(赤)・バッテリ運転中(黄色)・ 
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UPS 待機中(白)・バイパス運転中(赤)が表示されます。 

8. セグメント１出力状態：起動(緑)・停止(赤)が表示されます。 

9. セグメント２出力状態：起動(緑)・停止(赤)が表示されます。 

10. 入力電圧：UPS に入力されている電圧が表示されます。 

11. 入力周波数：UPS に入力されている入力周波数が表示されます。 

12. 出力電圧：UPS が出力している電圧が表示されます。 

13. 出力周波数：UPS が出力している出力周波数が表示されます。 

14. 出力電力：UPS に出力されている電力が表示されます。 

15. 負荷率：UPS にかかっている負荷率。100％を超えると過負荷となり文字が赤くなります。 

16. バッテリ電圧：バッテリの電圧が表示されます。ただし，バイパス給電中は「０Ｖ」と表示されます。 

17. バッテリ周囲温度：バッテリの周囲温度が表示されます。 

18. バッテリ残寿命：バッテリ交換を必要とするまでの年月が表示されます。 

19. バックアップ回数：停電バックアップの回数が表示されます。 

20. バッテリ容量：バッテリ残容量が表示されます。残量 30%以下になると文字が赤くなります。 

21. 寿命診断：正常(白)、交換準備３～６ヶ月(緑)、交換時期３ヶ月未満(黄)、危険(赤)のバッテリ 

交換メッセージが表示されます。 

22. 連携機能(冗長管理)： 

冗長管理無効(白)、冗長管理中（緑）、冗長管理不可(UPS 故障)(赤)、冗長管理不可(UPS 停止)（黄）、

連携側：冗長管理無効(黄)、連携側：冗長管理不可(UPS 故障)(赤)、連携側：冗長管理不可(UPS 停

止)(黄)、連携側：冗長管理不可(IP が異なる)(黄)、連携側：冗長管理不可(反応なし)(黄)、連携

側：冗長管理不可(冗長管理機能未対応)(黄)、連携側：冗長管理待ち(黄）のメッセージが表示さ

れます。 

冗長管理正常時は緑色表示し、冗長管理が不備である場合は黄色表示します。但し、冗長管理不可

(UPS 停止)(黄)、連携側：冗長管理不可(UPS 停止)(黄)の場合は冗長管理中に片方の UPS が停電停

止している場合を示すので、動作としては正常です。AC が復旧することで、冗長管理正常状態であ

る冗長管理中(緑)に自動的に戻ります。 
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(2) ON/OFF制御 

画面左の UPS メニューの“ON/OFF 制御”をクリックすると、ON/OFF 制御画面が表示されます。UPS 出力

の ON/OFF 制御（セグメント出力も含む）が実行できます。負荷装置であるコンピュータ OS をシャット

ダウン後 UPS の出力を停止するか、または UPS の出力を直接停止するか選択できます。また起動停止遅

延制御時間の設定もこの画面から行えます。尚、セグメント機能（独立制御、ディレイ制御）に設定し

ていない場合およびセグメント機能を装備しない UPS では、セグメント ON/OFF 制御画面は表示されま

せん。 

またセグメント機能（独立制御、ディレイ制御）に設定につきましては、UPS 本体に付属の取扱説明書

をお読みください。 

 

（ⅰ）セグメント機能なしの画面 

メイン出力（全コンセント出力）の起動は選

択欄の“起動”ラジオボタンをクリック後、

設定ボタンを押すことで、メイン出力が起動

します。UPS 出力を停止する場合は、選択欄

の“停止”ラジオボタンと“UPS 出力停止” 

ラジオボタンをクリック後、設定ボタンを押

すことで、UPS 停止時間(ディレイ 4)後にメ

イン出力が停止します。 

負荷装置にコンピュータなどが接続されている場合は、「5.3(5) イベント設定」のスクリプトを実行する

ため、選択欄の“停止”ラジオボタンと“OS シャットダウン後 UPS 出力停止”ラジオボタンをクリック後、

設定ボタンを押すことで、設定したディレイ２から４の時間後にメイン出力が停止します。またシャットダ

ウン時はデータのバックアップを行うため、再アクセスに多少時間が必要となります。 

ディレイの設定については「5.3(3) シャットダウン設定」を参照してください。 

 

図 5-1 OS シャットダウン後 UPS 出力停止シーケンス 

 

 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 

中断 

正常運転中 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ準備時間 

ディレイ２ 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ時間 
ディレイ３ 

UPS停止時間 
ディレイ４ 

メッセージ 

スクリプト 

発行 シャットダウン 

スクリプト 

発行 
UPS停止 

指示 

UPS出力停止 

停止指示 
シャットダウン告知時間 

シャットダウン処理時
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（ⅱ）セグメント機能ありの画面 

① セグメント独立制御設定 

     a．セグメント1コンセント（SEG1）および   

セグメント2コンセント（SEG2）を起動  

する場合は、選択欄の“起動”ラジオボ   

タンをクリックし、設定ボタンを押すこ 

とで、１秒後にメイン出力が起動します。 

b．セグメント1コンセント（SEG1）および 

セグメント2コンセント（SEG2）を停止 

する場合は、選択欄の“起動”ラジオボ  

タンと“UPS出力停止” ラジオボタンを 

クリックし、設定ボタンを押すことで１分後にメイン出力が停止します。 

 

 

    ② セグメント遅延制御設定 

     a．セグメント１起動遅延時間： 

メイン出力が起動してからSEG1コンセントを

起動するまでの時間です。 

b．セグメント１停止遅延時間 

メイン出力が停止する時間前にSEG1コンセン  

トを停止する時間です。 

c．セグメント２起動遅延時間 

メイン出力が起動してからSEG2コンセントを  

起動するまでの時間です。 

d．セグメント２停止遅延時間 

メイン出力が停止する時間前にSEG２コンセン  

トを停止する時間です。 

 

 

 

 

aが1秒、bが2秒、cが3秒、dが4秒に設定した場合、起動・停止は以下の動作となります。操作はセグ

メント機能なしと同様の操作を行ってください。 

 

＜起動＞ 

メイン出力が立ち上がってから、1 秒後にセグメント１

コンセントが起動し、3 秒後にセグメント２コンセント

が起動します。 

 

＜停止＞ 

メイン出力の停止４秒前にセグメント２コンセントが 

停止し、２秒前にセグメント１コンセントが停止します。 

 
2秒 

4秒 

メイン出力 SEG1 SEG２ 

1秒 
3秒 

メイン出力 SEG1 SEG２ 
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(3) シャットダウン設定 

画面左の UPS メニューの“シャットダウン設定”をクリックすると、シャットダウン設定画面が表示さ

れます。UPS 負荷装置の OS のシャットダウンを行う際の時間関係やシャットダウン処理を実行するかど

うかの設定です。OS を設定させるためにはこの他に「5.3(5) イベント設定」および「5.3(6)スクリプ

ト設定」を行う必要があります。 

 

1. 停電確認時間(ディレイ1)： 

停電が発生した場合の電源復旧待機時間です。 

数値は5桁まで入力できます。 

2. シャットダウン告知時間(ディレイ2)： 

シャットダウン前の準備時間です。 

数値は5桁まで入力できます。 

3. シャットダウン処理時間(ディレイ3)： 

OSのシャットダウン時間です。もし実際のシャッ   

トダウン時間が長い場合は、その時間が有効とな  

ります。数値は5桁まで入力できます。 

4. UPS停止時間(ディレイ4)：UPS停止時間です。数値は2桁まで入力できます。 

5. 停電回復後のUPS再起動動作： 

停電によるUPS停止動作中または停止後に電源が復旧した場合にUPS停止後の動作形態を指定します。 

｢起動｣の場合は一度UPS停止後に自動的に再起動を行います、｢停止｣の場合にはUPS停止後に再起動は 

行われません。 

6. 復電後起動遅延時間：復電後の起動を遅延設定することができます。数値(秒)は3桁まで入力できます。 

7. シャットダウン実行： 

このチェックボタンをチェックすると、停電時およびバッテリ限界時に図 5-2 停電シーケンス動作

を実行します。尚、バッテリ限界時はディレイ３からの動作となります。また監視ソフトをご使用

になる場合はこのチェックボタンを外してください。 
 

図 5-2 停電動作シーケンス 

※OS シャットダウンしない装置（ハブ、ルータなど）の設定は、「シャットダウン設定」の停電確認時間を「99999 秒」に指定、

「シャットダウン告知時間、シャットダウン処理時間」を「0秒」に指定、「UPS停止時間」を1分に指定、「シャットダウン実

行」にチェックを入れ有効にすることをご推奨します。この設定により UPS のバックアップ時間を最大限にご使用できます。ま

たUPSはローバッテリ時にUPS停止シーケンスに入りますので、バッテリを劣化することなく、UPSを停止します。 

 

正常運転中 

停電発生 

停電待ち時間 

ディレイ１ 
ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ準備時間 

ディレイ２ 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ時間 
ディレイ３ 

UPS停止時間 
ディレイ４ 

停電復旧 

メッセージ 

スクリプト 

発行 シャットダウン 

スクリプト 

発行 
UPS停止 

指示 

UPS出力停止 

シャットダウン告知時

シャットダウン処理時間 

ディレイ２ 

ディレイ 3 

ディレイ 1 

ディレイ 4 
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(4) スケジュール設定 

画面左の UPS メニューの“スケジュール設定”をクリックすると、スケジュール設定画面が表示されま

す。スケジュール設定を行うことで、UPS が自動的に起動・停止します。 

 

（ⅰ）定時設定・常時動作 

常時稼動の設定を行います。 

24時間365日稼動する場合に動作設置の“常時

動作”ラジオボタンをクリックし、設定ボタン

を押してください。 

 

 

（ⅱ）定時設定・週単位 

週単位でのスケジュール設定を行います。 

例えば、月曜の９時～金曜日の17時まで稼動す

る場合、動作設置の“週単位” ラジオボタンを

クリックし、起動時刻に 9 時 0 分“月”を設定

し、シャットダウン時刻に17時0分“金”を設

定し、設定ボタンを押してください。 

 
 

 

（ⅲ）定時設定・曜日単位 

曜日単位のスケジュール設定を行います。例

えば、月、火、水、木、金曜日の平日の曜日

毎に9時30分～17時45分まで稼動する場合、

動作設置の“曜日単位” ラジオボタンをクリ

ックし、運転稼働日の月、火、水、木、金の

チェックボックスをチェックします。そして

起動時刻に 9 時 30 分、シャットダウン時刻に 17 時 45 分を設定し、設定ボタンを押してください。 

起動時刻を「22 時 0 分」に、シャットダウン時刻を「8 時 0 分」に設定した場合は、指定日の 22 時

に起動し、翌日の 8 時に停止する設定となります。（夜間の稼動となります） 
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（ⅳ）指定日設定 

定時設定以外（特定日）の設定を行う場合に指定

日設定を行います。 

 

①指定日の休日設定 

例えば、2004年10月20日を休日に設定する場

合、指定年を 2004、指定月を 10 に設定し移動

ボタンを押すことで、下記カレンダー表示が

2004 年 10 月のカレンダーに変更されます。カ

レンダーの２０をクリックすると、カレンダー

下に指定日スケジュール設定画面が表示されま

す。その設定画面の“休止日”チェックボック

スをチェックし設定ボタンを押すことで、20日

の0:00～24:00までUPSの稼動が停止します。

その後起動設定がある時間まで停止が継続しま

す。 

 

②指定日の例外時刻設定１ 

指定日の7時に起動のみ設定したい場合は、シャットダウン時刻の“無効”チェックボックスをチェック

し、起動時刻に7時0分を設定し設定ボタンを押してください。指定日の7時に停止のみ設定したい場合

は、起動時刻の“無効”チェックボックスをチェックし、シャットダウン時刻に7時0分を設定し設定ボ

タンを押してください。 

 

③指定日の例外時刻設定２ 

起動時刻を「22 時 0 分」に、シャットダウン時刻を「8時 0 分」に設定した場合は、指定日の 22 時

に起動し、翌日の 8 時に停止する設定となります。（夜間の稼動となります） 

 

※ 指定日設定は３年分まで設定できます。 
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（ⅴ）月単位スケジュール一覧表示 

上図の指定日設定画面の赤丸部分の一覧をクリ

ックすると、1 ヶ月単位のスケジュールを右図

のようにグラフ表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 スケジュール・シーケンス 
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(5) イベント設定 

画面左の UPS メニューの“イベント設定”をクリックすると、イベント設定画面が表示されます。各イ

ベント発生時にスクリプトコマンド発行、メッセージ通知、E-MAIL 通知の動作の有無を設定します。 

スクリプト No.には各スクリプト設定へのリンクがありますので、これらをクリックすると対応するス

クリプト設定画面に移動します。簡易設定メニューでは｢スクリプト No.｣の部分が表示されません。 

 

1. SNMP WEB BOARD動作開始：本ボードの動

作開始完了に発生 

2. 正常動作中：正常動作状態時に発生 

3. ＡＣ電源復旧：停電発生後に電源が再投

入された時に発生 

4. ＡＣ停電発生：停電が発生した時に発生 

5. シャットダウン準備中：シャットダウン

告知時間になれば発生 

6. シャットダウン開始：シャットダウン処

理時間になれば発生 

7. OS シャットダウンスクリプト実行完

了：スクリプト実行完了時に発生 

8. シャットダウン処理中断：シャットダウ

ン処理中断時に発生 

9. スケジュールシャットダウン：スケジュ

ールシャットダウン処理開始時に発生 

10. UPS出力開始：UPSの出力が開始された時に発生 

11. バッテリ交換：バッテリ寿命診断結果が異常規定値を下回った時に発生 

12. バッテリ放電終止：バッテリ限界時に発生 

13. バッテリ限界：バッテリ限界警告時に発生 

14. バッテリ異常発生：バッテリ異常に発生 

15. 温度異常発生：温度異常時に発生 

16. UPS接続失敗：UPSとの通信に失敗した時に発生 

17. UPS重故障発生：UPSが重故障になった時に発生 

18. UPS警告発生：UPSが警告になった時に発生 

19. UPS警告回復：UPSが警告回復した時に発生 

20. 過負荷発生：過負荷時に発生 

21. 監視ホスト停止：監視しているコンピュータ間で通信不能になったとき発生。 

22. 監視ホスト起動：監視しているコンピュータ間と通信が可能になったとき発生。 

23. システムエラー発生：本ボードのシステム的な問題が発生した時に発生 

 

①メール通知設定 

各イベント発生時にメッセージをメール通知します。この設定を有効にする場合は、E-MAIL欄の各イベント

のチェックボックスをチェックしてください。 

メールの通知先などの設定は「5.4(1) ネットワーク」で設定してください。 

「チェック反転」は現在のチェック状態を反転します。全てを一気に変更したいときに便利です。 

 

②メッセージ通知設定 

Windows の Messenger 機能を利用して、Windows マシンに各イベント発生時にメッセージを通知します。こ

の設定を有効にする場合は、メッセージ通知欄の各イベントのチェックボックスをチェックしてください。

またWindowsマシンのMessengerサービスを起動してください。尚、付属CD-ROM内のWinsetup.exeを実行

することで、簡単にMessengerサービスを起動することができます。 

「チェック反転」は現在のチェック状態を反転します。全てを一気に変更したいときに便利です。 
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③スクリプトNo. 

 各イベント発生時にスクリプトを起動することができます。スクリプトは16個用意されており、telnetか

ssh(Ver1)でログインして、リモートでOSシャットダウンコマンドなどを発行することができます。 

この設定を有効にする場合は、スクリプトNo.欄の各イベントの実行スクリプト番号のチェックボックスを

チェックしてください。チェックの入っているスクリプトは該当するイベントが発生するとスクリプト番号

の小さい順に最大４つ(SSHは1つ)まで同時に実行します。イベントが発生したとき、チェックの入ってい

るスクリプトが実行されます。スクリプトの設定は左メニューの｢スクリプト設定｣か各スクリプト番号のリ

ンクから設定画面に移動できます。 

 

(6) スクリプト設定 

スクリプト設定は「簡易設定メニュー」か「詳細設定メニュー」かで表示の内容が異なりますが、「簡

易設定メニュー」は「詳細設定メニュー」より設定項目が減り、簡易になっているだけですので「詳細

設定メニュー」を基本に説明し、異なる部分に関してのみ記述いたします。 

スクリプトをテストまたは実際に動作させた時、動作時の状態がシステムログに記録されます。また、

開始、終了の情報がイベントログに記録されます。その際エラーが発生した場合はエラーコードが記録

されていますが、エラーコードについては表 5-4 を参照してください。 

 

スクリプト設定は１つ１つ単独で表示する方法と全てを同時に表示する方法があります。 

(簡易設定メニューでは全部を同時に表示するこ 

とはできません)  

他のスクリプトに移動すには右図の上部に並ん

でいるリンクをクリックしてください。全部表示

を行う場合｢全部｣をクリックしてください。なお、設定を変更している場合は必ず｢設定｣ボタンを押し、

設定を保存してから移動してください。保存前に移動するとそれまでに変更品内容は無効になります。

                              選択方式            編集方式 

スクリプトの設定は右図の様に｢選択方式｣と｢編集方式｣が選

べます。全てを同時表示時は編集方式のみとなります。 

選択方式はスクリプトの記述をメニューで行えます。 

 

(i) SSH 機能 

ホストとの通信をtelnetではなくSSH(Ver.1)で行います。 

スクリプトの内容も SSH 用に変更する必要があります。 

 

(ⅱ)ホスト監視 

スクリプトで操作するホストとの通信が正常に動作してい

るか監視する場合は、ホスト監視チェックボックスをチェ

ックしてくだい。設定した IP アドレスを PING 監視します。 

 

(ⅲ)シャットダウン開始イベントで実行 

このスクリプトをシャットダウン開始イベントが発生したと

きに実行したいときにチェックを入れます。｢イベント設定｣

のシャットダウン開始イベントにチェックを入れることと同

じです。 
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(ⅳ)冗長管理 

連携機能で“冗長管理する”に設定されている場合にこの項目は表示されます。冗長電源機能を装備し

たコンピュータおよびディスクアレイなどで構成されたシステムに対応できます。２つの UPS が完全停

止するまで、システムに電源を継続供給します。詳細は「5.3(11) 連携機能」をご覧ください。 

 

(ⅴ)IP アドレス 

telnet/ssh でログインするターゲットの IP アドレスを設定します。”0.0.0.0”では何もしません。 

 

(ⅵ)コメント 

任意の文字列を半角 31 文字まで入力できます。 

 

(ⅶ) USER1、PASS1、USER2、PASS2 

スクリプト内で使用される変数$user1、$pass1、$user2、$pass2 があれば、それぞれに置き換わります。

通常、telnet、ssh でログインするためのユーザ名とパスワードを設定します。 

Unix 系は最初は一般ユーザでログインします。そのためのユーザ名を USER1、パスワードを PASS1 で指

定します。その後、root にログインし直す際のユーザ名を USER2、パスワードを PASS2 で指定します。

(通常は"su"コマンドで root に移行する際はユーザ名は不要ですので、USER2 は指定しなくても結構で

す) 

Windows では直接"administrator"にログインできますので、そのためのユーザ名を USER1、パスワード

を PASS1 の指定だけで結構です。 

 

(ⅷ)スクリプト制御：実行遅延時間 

ここで指定した時間が経過してから telnet や SSH でターゲットに接続、スクリプトを実行します。 

 

(ⅸ)スクリプト制御：リトライ回数 

telnet や SSH 接続時、またはスクリプト実行時にエラーが発生し、処理を継続できない場合、ここで指

定した回数繰り返し実行を行います。尚、バッテリ限界時はリトライしません。 

 

(ⅹ)スクリプト制御：リトライ後の待機時間 

telnet や SSH 接続時、またはスクリプト実行時にエラーが発生しリトライする際、ここで指定した時間

待ってから再度接続を行います。このときには「実行遅延時間」は含みません。この設定は OS 起動中に

telnet、SSH サービスが稼動する前に停電などが発生した場合のリトライ時間となります。 

 

(xi)スクリプト制御：スクリプト単独実行 

スクリプトは telnet 接続時に最大４つまでスクリプト番号の小さい順に同時に実行しますが、ここに

チェックを入れると前のスクリプトがすべて終了してから単独でスクリプトを実行します。また、この

スクリプトが終了するまで以降のスクリプトは実行されません。IP アドレスに”0.0.0.0”を指定して

もこの機能は有効ですので、例えばスクリプト１～３、５～７に通常のシャットダウン設定を行い、ス

クリプト４に IP アドレスを”0.0.0.0”にして、これのみ単独実行にチェックを入れると、スクリプト

１～３が完全に終わってからスクリプト５～７を実行する、ということも可能です。 

 

(xⅱ)スクリプト編集 

スクリプトとは telnet または SSH(Ver1)でターゲットホストにログインし、操作するための手続きのこ

とで、ここでは主に OS シャットダウンを行うための手続きを設定します。 
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｢選択方式｣では代表的な OS のシャットダウン用のスクリプトを OS 毎に選択できるようになっていま

す。OS シャットダウン以外の手続きを行いたい場合や｢選択方式｣の選択肢に無い OS の設定を行いたい

場合は｢編集方式｣で直接スクリプトを編集します。 

｢選択方式｣では｢編集方式へ｣のボタンが、｢編集方式｣では｢選択方式へ｣のボタンが表示されていますの

で、このボタンをクリックするとそれぞれの方式へ移動します。この移動の際、それまで設定した内容

は保存されます。 

 

(xⅱ-1)スクリプト編集：選択方式 

一般的なOSのOSシャットダウン設定を選択形式で設定することができます。 

 

(xⅱ-2)スクリプト編集：編集方式 

例えば、負荷装置として192.168.0.100のUNIXコンピュータが接続されている場合、スクリプト１にIPア

ドレス：192.168.0.100、USER1：ログインユーザ名、PASS1：ログインパス、USER2：スーパユーザ名、PASS2：

スーパユーザパスを入力してください。次にスクリプト設定欄に実行するスクリプトを以下の例のように入

力します。 

recv "login: "は login:の文字を受信するまで待機します。send $user1 "\r"は user1 で設定したユーザ

名を送信します。disconnect 120はシャットダウンしたホストがネットワークに対して反応がなくなる(ホ

ストが停止する)まで最大120秒間確認します。シャットダウン時はdisconnect 120は安全動作のため必ず

最後に記述してください。設定完了後は最終行の設定ボタンを押してください。 

また入力したスクリプトが正常に動作するか、一度テストボタンを押してテストしてください。但しテスト

を実施すると、スクリプトが実際に実行されますので、ご注意ください。  

 

尚、スクリプトは各OSによって異なりますので、ご注意ください。 

テストボタンで実行が完了したか必ず確認してください。またOSシャットダウンが終了したことを確認す

るためpingコマンドを使用します。pingコマンドが実行できるか一度確認してください。 

pingポートが通過できるよう各OSを設定してください。 

特にWindowsXP、2003ではセキュリティ強化のためファイアウォールの設定に注意してください。 

 

さらに Windows では以下の設定が必要になりますので、ご注意ください。また WindowsXP-SP1 ではログイ

ン前の状態からのシャットダウンはできませんので、ご注意ください。 

「5.2(2) ＜Windowsシステムをシャットダウン＞」の“winsetup.exe”を実行することで、設定は完了し

ます。 

 

(ⅹⅲ) テスト 

スクリプトを実際に実行ます。その状態は終了するまで逐次画面に表示されます。もしもどこかで動作が止

まっている場合はその画面より原因を調べ(例えばプロンプトが#のつもりが$だった等)、テストを中断し、

スクリプトを修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表5-1 各OSシャットダウンスクリプトおよびメッセージ通知スクリプト例 
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RedHatLinux Windows2000 以降 Solaris HP-UX11 MacOSX 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password: " 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password: " 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "/sbin/shutdown 

-h now\r" 

disconnect 120 

charcode s-jis 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "password: " 

send $pass1 "\r" 

timeout 60 

recv ">" 

send "shutdown -f -s 

-t 00\r" 

disconnect 120 

 

 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password:" 

send $pass1 "\r" 

recv "% " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "shutdown -y 

-i0 -g0\r" 

disconnect 120 

recv "login: " 
send $user1 "\r" 
recv "Password:" 
send $pass1 "\r" 
recv "(hp) " 
send "su\r" 
recv ": " 
send "su\r" 
recv "Password:" 
send $pass2 "\r" 
recv "# " 
send "init 0\r" 

disconnect 120 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password:" 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "shutdown -h 

now\r" 

disconnect 120 

 

Slackware Linux FreeBSD QNX Windows ﾒｯｾｰｼﾞ通知 UNIX ﾒｯｾｰｼﾞ通知 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password: " 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password: " 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "shutdown -h 

now\r" 

disconnect 120 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password:" 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "shutdown -h 

now\r" 

disconnect 120 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password:" 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "shutdown 

‒Ssystem\r" 

disconnect 120 

charcode s-jis 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "password: " 

send $pass1 "\r" 

sleep 2 

recv ">" 

send "net send 

192.1.2.188 停 電 で

す！！\r" 

send "exit\r" 

recv "login: " 

send $user1 "\r" 

recv "Password: " 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password: " 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "wall <<EOF\r"

send "Power Fail\r"

send "EOF\r" 

send "exit\r" 

send "exit\r" 

 

 

 

表 5-2 スクリプト・コマンド内容 

send "***"    文字列"***"を送信します。 

recv "***"    文字列"***"を受信待ちします。 

sleep n       n 秒間処理を停止します。 

disconnect n 回線が切れる(ホストが停止する)まで最大 n秒待ちます。 

timeout n     タイムアウト時間を n秒に設定します。 

最大 120 秒まで指定できます。超えた場合は 120 秒とします。 

send や recv がこの指定時間経っても終了しなければスクリプトをエラー終了し

ます。このコマンドが無ければ 30 秒となります。 

delay n       recv で受け取った後に send を送るまで n ミリ秒の遅延をします。 

recv で受け取った直後に send で文字列を送ると、多くのホストはデータを受け取

れないことがあります。そのため一定時間待つ必要があり、その時間を指定しま

す。このコマンドが無ければ 1秒(1000m 秒)の遅延となります。 

onrecv "***" : "xxx" 文字列"***"を受信した場合、文字列"xxx"を送信します。文字':'はセパレータで

す。1組だけ指定でき、複数の場合は後書き優先となります。 

charcode s-jis 文字コードを Shift-JIS にして出力します。(default は EUC) 

 

 

 

 

 

表 5-3 スクリプト・変数内容 
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$user1  スクリプト編集画面での USER1 の内容となります。telnet のログイン時に使用し

ます。 

$user2  スクリプト編集画面での USER2 の内容となります。telnet ログイン後、SuperUser

になる場合に使用します。 

$pass1 スクリプト編集画面での PASS1 の内容となります。telnet のログイン時に使用し

ます。 

$pass2  スクリプト編集画面での PASS2 の内容となります。telnet ログイン後、SuperUser

になる場合に使用します。 

$stophostIP 監視ホスト停止イベントで有効にしたスクリプトに 

send "wall <<EOF\r" 

send "StopHost=” $stophostIP “\r” 

send "EOF\r" 

と入力すると、スクリプト編集でホスト監視しているホストコンピュータが停止

した時に、wall で IP アドレスを通知します。 

$eventStr 最終に発行されたイベントを文字列で表示します。テスト実行時も同様です。 

表示される文字列は「イベント設定」のイベント項目の文字と同じです。 

  

表 5-4 スクリプト実行エラー(イベントログ、システムログに出力) 

◆リトライを行うエラー 

023 エラーリトライ中にローバッテリー(リトライしない) 

033 内部ファイルオープンエラー 

043 内部ファイルオープンエラー 

113    内部ファイルオープンエラー 

123 内部エラー(子プロセス起動エラー) 

133 telnet/ssh 接続中に切断 

143 telnet/ssh 接続時のエラー。ターゲットが存在しない、ホストが拒否等 

153 telnet/ssh 接続中に切断 

163 telnet/ssh 接続中の読み込み時エラー 

173 telnet/ssh 接続中の書き込み時エラー 

◆リトライ不能なエラー 

015 内部エラー(引数エラー) 

025 内部エラー(子プロセス起動エラー) 

035 内部ファイルオープンエラー 

115 内部エラー(引数エラー) 

125 IP アドレス未指定 

135 読み込みの 1 行が 600byte を超えた 

◆指示による中断 

014 エラーリトライ中の中断 

114 telnet/ssh 接続中の中断 

134 telnet/ssh 接続中の中断 

144 telnet/ssh 接続中の中断 

154 telnet/ssh 接続中の中断 

164 telnet/ssh 接続中の中断 

174 telnet/ssh 接続中の中断 
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(7) ログ表示 

画面左の UPS メニューの“ログ表示”をクリックすると、ログ表示画面が表示されます。イベントログ

および計測ログの内容が時系列順（最新情報が先頭）に見ることができます。 

 

1.イベントログ： 

日付、時間、イベント項目の順に表示さ

れます。“[]”で囲まれている項目はイ

ベント以外の情報です。 

 

2.計測ログ： 

日付、時間、入力電圧、出力電圧、負荷

率、温度、バッテリ容量、入力周波数、

出力周波数の順に表示されます。各種イ

ベント発生時および60秒毎に記録してい

ます。 

 

 

 

 

(8) テスト 

画面左の UPS メニューの“テスト”をクリックすると、テスト画面が表示されます。バッテリテスト、

ブザーテスト、ランプテストを行うことができます。 

 

1.バッテリテスト： 

テスト開始ボタンを押すと、10秒間のバッテ

リテストが開始されます。開始するとブザー

がピッピッピと鳴動します。 

2.ブザーテスト： 

テスト開始ボタンを押すと、ブザーテストが

開始されます。開始するとブザーが鳴動しま

す。 

3.ランプテスト： 

テスト開始ボタンを押すと、ランプテストが

開始されます。開始するとランプが全て点灯

します。 
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(9) 管理 

画面左の UPS メニューの“管理”をクリックすると、管理画面が表示されます。ネットワーク上から同

一セグメント（クラス C 内）上の本ボードを検索し、リストアップします。リストアップされた各ボー

ドから以下の情報を収集します。また IP アドレスをクリックすると、個別ボードの情報・設定・制御

を行うことができます。 

 

1.IPアドレス 

2.UPS型名 

3.接続装置 

4.設置場所 

5.入力電圧 

6.入力周波数 

7.メイン出力状態 

8.（バッテリの）寿命状態 

 

    以上の内容がボード毎にリストアップされます。 

 

(10) ホスト監視 

画面左の UPS メニューの“ホスト監視”をクリックすると、ホスト

監視画面が表示されます。 

「5.3(6)スクリプト設定」で、ホスト監視チェックボックスと連動

しています。ホスト監視はスクリプト編集画面でホスト監視を有効

にしたホストコンピュータを ping 監視します。 

 

1.スクリプト No： 

スクリプト設定のスクリプト No と同じです。 

2.IP アドレス： 

 スクリプト設定の各スクリプトで設定した IP アドレスを表示 

 します。 

3.ホスト監視： 

 有効でホスト監視を開始します。無効でホスト監視を停止しま 

 す。 

4.監視状態：以下の内容が表示されます。 

接続中(緑)    ：正常動作しています。 

接続不能(白)  ：接続ができません。 

監視開始中(灰)：監視を開始中です。 

接続断(赤)    ：接続が切れました。 

接続確認中(黄)：接続断前の警告です。 

― (白)      ：監視動作が無効です。 

【備考】 
登録されているか、設定が有効か無効かに関わらず、１つに付き約５秒毎に処理を行い、 

有効に設定されているときだけ ping を発行します。一巡するのに、約 80 秒ほどかかります。 
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(11) 連携機能 

画面左の UPS メニューの“連携機能”をクリックす

ると、連携機能画面が表示されます。 

この連携機能は、図 5-4 のような 2台の UPS で冗長

管理システムを構築するときに使用します。 

冗長化する場合は“冗長管理する”のラジオボタン

をクリックすると、右図が表示されます。“冗長連

携 SNMP Web Board の IP アドレス”に冗長する相手

の IP アドレスを入力します。“ローカルのみ設定”

ボタンを押下すると、自ボードのみが設定されます。

“連携ボードも設定”ボタンを押下すると、冗長化

する相手ボードの設定も自動的に行います。 

 

現在の状態の自ボード状態、連携ボード状態は「5.2(1) 監視」と同様の以下表示内容です。 

冗長管理無効(白)、冗長管理中(緑)、冗長管理不可(UPS 故障)(赤)、冗長管理不可(UPS 停止)(黄)、連

携側：冗長管理無効(黄)、連携側：冗長管理不可(UPS 故障) (赤)、連携側：冗長管理不可(UPS 停止) (黄)、

連携側：冗長管理不可(IP が異なる)(黄)、連携側：冗長管理不可(反応なし)(黄)、連携側：冗長管理不

可(冗長管理機能未対応)(黄)、連携側：冗長管理待ち(黄)のメッセージが表示されます。冗長管理正常

時は緑色表示し、冗長管理が不備である場合は黄色表示します。但し、冗長管理不可(UPS 停止)(黄)、

連携側：冗長管理不可(UPS 停止)(黄)の場合は冗長管理中に片方の UPS が停電停止している場合を示す

ので、動作としては正常です。AC が復旧することで、冗長管理正常状態である冗長管理中(緑)に自動的

に戻ります 

 

図 5-4 冗長管理システム例 
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＜設定例＞ 

図 5-4 のシステム構成で、「UPS1 が停電した場合、PC2、PC3 およびディスクアレイはシャットダウンせ

ず、PC1 のみシャットダウン後 UPS1 出力を停止させ、さらに UPS2 が停止した場合には、PC2、PC3、PC4

およびディスクアレイをシャットダウンし、UPS１出力を停止させる」動作を行いたい場合、以下の設

定を行います。 

 

（ⅰ）UPS1 のSNMP WEB BOARDの設定 

冗長管理機能を有効にする

ために、 “冗長管理する”

のラジオボタンをクリック

し、“冗長連携 SNMP Web 

BoardのIPアドレス”に冗

長する UPS2 の IP アドレス

（192.1.68.0.10）を入力し

ます。  

“連携ボードも設定”ボタ

ンを押下すると、冗長化す

る UPS2 の SNMP WEB BOARD

の設定も自動的に設定され

ます。 

 

 

 

 

次に「5.3（6）スクリプト設定」から各接続機器のスクリプト設定を行います。 

PC2、PC3 およびディスクアレイ（UPS1、UPS2 両方の停止時にシャットダウン動作）は「冗長管理チェック

ボックス」にチェックを入れます。PC1（UPS1のみの停止時にシャットダウン動作／UPS2の状態とは無関係）

は「冗長管理チェックボックス」のチェックを外してください。スクリプト設定には、各々のOSのシャッ

トダウンスクリプトを記入してください。 

※ここではPC1＝スクリプト1、PC2＝スクリプト2、PC3＝スクリプト3、ディスクアレイ＝スクリプト4に設定しています。 

 

（ⅱ）UPS2のSNMP WEB BOARDの設定 

冗長管理機能は UPS１の

SNMP WEB BOARD で設定が

完了しているので、スクリ

プト編集の設定のみを行

います。 

上記と同様にPC4（スクリ

プト１）のみ冗長管理チェ

ックボックスのチェック

を外してください。 
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5.4.基本設定メニュー 
(1) 初期設定ウィザード 

基本的な設定を行う｢初期化ウィザード｣を起動します。操作方法は｢４.２ ソフトウエアの(2)初期設定｣

を参照ください。 

 

(2) ネットワーク 

画面左の基本設定メニューの“ネットワーク”をクリックすると、ネットワーク画面が表示されます。

以下のネットワーク関連設定を行います。最終行の設定ボタンを押下し、再起動後に設定は有効となり

ます。尚、アドレス入力欄で 0.0.0.0 に設定されている場合は設定アドレスなしと判断されます。 

 
1.ネットワークボード設定： 

IP アドレス、サブネットマスク、

デフォルトゲートウエイ、HTTP

ポート番号、ソケットサーバポー

ト番号の設定を変更できます。

HTTP ポート番号、ソケットサー

バポート番号は変更が必要な場

合以外そのままの設定にしてく

ださい。 

 

2.メール設定： 

送信メールサーバアドレスには

送信サーバの IP アドレスを入力

してください。 

E-MAIL アドレスは１～４までの

４つの E-MAIL アドレスを登録す

ることができます。送信者名はメ

ールの送信者名になります。メー

ルサーバーの設定によっては有

効な MAIL アドレスを必要とする

こともあります。件名はメールの

件名となり、省略時は”UPS イベ

ント発生”となります。任意の文

字が指定できますが、$e はイベ

ント名に、$i は本ボードの IP アドレスに、$m は送信者名の項目で設定した文字列に展開されます。

 

3.Windows Message 設定： 

Windows マシンに停電発生などのメッセージを通知する場合は送信先 IP アドレス１～４までの４つ 

のアドレスを登録することができます。 
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4.SNMP 設定： 

SNMP のコミュニティ名を設定してくださ 

い。デフォルト値は public です。コミュニ 

ティ名は Read、Read/Write、Trap とも共通 

です。SNMP WEB BOARD が送信する trap には 

一部漢字が含まれています。それを送信する 

際の漢字コードを設定します。デフォルトは 

Shift-JIS です。 

UPS用の MIBは国際標準のRFC1628と日本独 

自の JEMA があり、SNMP WEB BOARD はその両 

方に対応しています。両方同時に指定するこ 

とはできませんので、いずれを使用するかを 

設定します。デフォルトは JEMA です。 

5.SNMP トラップ送信先アドレス： 

 SNMP トラップを NMS（ネットワークマネージ 

メントサーバ）などに送信する場合は、SNMP 

トラップ送信先アドレス１から８の８つに IP アドレスを登録してください。尚本ボードの SNMP クラ

イアントは SNMPv2 に対応しています。 

 

6.接続制限： 

接続制限を行いたい場合は、アクセス許可 IP ア

ドレス１～８の８つに IP アドレスを登録してく

ださい。登録した IP アドレスのコンピュータの

みがアクセス可能となります。 

全てが”0.0.0.0”なら接続制限は動作しませ

ん。 

接続制限を行った場合、送信メールサーバー、

Windows Message の送信先、スクリプト設定で設

定した IP アドレスはアクセス許可の対象となり

ますので、ご注意ください。 

 

設定入力後に、最終行の設定ボタンを押下し、再起動後に設定は有効となります。 
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(3) 時刻設定 

画面左の基本設定メニューの“時刻設定”をクリックすると、時刻設定画面が表示されます。 

上段赤が SNMP Web Board の現在時 

刻です。その下の年月日時分秒の 

項目には設定しやすいように Web 

表示を行っている PC の時刻が設 

定されています。再表示するたび 

に PC の時刻を設定しています。年 

月日時分秒の項目を設定し、設定 

ボタンをクリックするとその時間 

に設定されます。 

また NTP サーバー（タイムサーバ） 

が設置されている場合は、NTP サーバの IP アドレスを設定してください。（0.0.0.0 は無効となります） 

起動時とその後 1 時間に一度 NTP サーバより時刻を読み込み、ボードの時刻を補正します。  

 

(4) アカウント・パスワード 

画面左の基本設定メニューの“アカウント・パスワード”をクリックすると、アカウント・パスワード

設定画面が表示されます。最終行の設定ボタンを押下し、再起動後に設定は有効となります。 

 

デフォルトではユーザ名は upsuser、パスワ

ードも upsuser です。変更する場合は現在の

パスワード、新しいパスワード、新しいパス

ワード確認を入力し、設定ボタンを押してく

ださい。そして、「5.4(3) SNMP WEB BOARD 

再起動」を実行してください。 

 

 

(5) 動作モード 

画面左の基本設定メニューの“動作モード”をク

リックすると、動作モード設定画面が表示されま

す。FTP サーバ機能、SOCKET サーバ機能の有無お

よび SNMP・MIB の設定を行います。 

最終行の設定ボタンを押下し、再起動後に設定は

有効となります。 
 

1.FTP サーバ機能： 

put、getでファイル内のコマンドをUPSに送信、受信することで、UPSの制御・監視ができます。CD-ROM

内の ftp フォルダ内にWindows 版バッチファイルのサンプルがあります。その各バッチファイルのIP ア

ドレスを、ターゲットとなるボードのアドレスに変更します。そのバッチファイルを実行すると、FTP通

信によってUPSを制御することが可能となります。またバッチファイルの項目をコピーし、複数のターゲ
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ットボードのIPアドレスに設定し、バッチファイルを実行することで、100台のUPSをほぼ同時に起動・

停止することもできます。送信したコマンドのレスポンスが rsrv.dat ファイルに格納されます。ポート

番号は21です。 

FTPサーバ機能を起動する場合は起動ラジオボタンをクリックし、設定ボタンを押してください。 

 

＜ftp フォルダ内のバッチファイルの内容＞ 

get_data.bat main_down.bat main_shutdown.bat main_up.bat 

rsrv.dat を受信します 全コンセントを停止し

ます 

全コンセントをOSシャッ

トダウン後、停止します 

全コンセントを起動し

ます 

 

seg1_down.bat seg1_up.bat seg2_down.bat seg2_up.bat 

セグメント１のコンセ

ントを停止にします 

セグメント１のコンセ

ントを起動にします 

セグメント2のコンセン

トを停止にします 

セグメント 2 のコンセ

ントを起動にします 

※ユーザ名、パスワードを変更した場合は、ftp_xxx のファイル内のユーザ名：upsuser、パスワード：upsuser を

変更してください。 

 

2.SOCKET サーバ機能： 

TCP コネクションを使用した透過的なデータ送受信です。コネクションの接続・切断は常に SOCKET

クライアントから行います。ログイン時はユーザ名、パスワードが必要です。デフォルトのポート

番号は「8192」です。 

CD-ROM 内の socket フォルダに VisualBasic で作成したサンプルプログラムがあります。また

Windows の通信ソフト（ハイパーターミナル）でもコマンドの送受信は可能です。お客様のアプリ

ケーションプログラムに UPS の監視・制御機能を組み込むことも容易にできます。 

SOCKETサーバ機能を起動する場合は起動ラジオボタンをクリックし、設定ボタンを押してください。

このサンプルプログラムの IP アドレス、SOCKET サーバ・ポート番号、ユーザ名、パスワードはデ

フォルト値となっています。接続ボタン、ログインボタンを押下してから操作を行ってください。 
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3.SNMP・MIB 設定： 

SNMP の UPS・MIB を日本仕様の JEMA もしくは世界標準の RFC1628 を選択してください。その際、SNMP

の NMS（ネットーワークマネージメントサーバ）に CD-ROM 内の MIB フォルダに JEMA および RFC1628

の MIB ファイルがありますので、そのファイルをセットアップしてください。尚、「5.3(1) ネット

ワーク」にて SNMP のコミュニティ名、トラップ送信先 IP アドレスの設定も必要となります。本ボ

ードは SNMP エージェントとして動作し、接続している UPS 情報の取得及び UPS の制御をネットワー

クマネージャから実施することが可能になります。本ボードは SNMPv2 に対応します。また MIB2 の

一部と JEMA-MIB、RFC1628-MIB の一部に対応します。対応する MIB は CD-ROM 内にある MIB フォルダ

の PDF ファイルをご参照ください 

 
(ⅰ) 動作概要 

GET-REQUEST/GETNEXT-REQUEST/SET-REQUEST に応答し、UPS 情報の取得及び UPS の制御が行うこ

とができます。また、UPS の異常等が発生した場合は指定した TRAP 送出先 IP アドレスに TRAP

を送出します。GET-REQUEST も情報が取得できない場合は、GETNEXT-REQUEST を一度行ってから、

GET-REQUEST して情報を取得してください。 

 

 (ⅱ) SNMPによるUPSの制御（バックアップテストの実施方法） 

SNMP マネージャ等から JEMA-MIB で定義している ObjectID に対応する TestID（テスト番号）を 

UpsTestid に設定すると、UPS のバッテリテストをネットワーク経由で実施することが可能です。 

また、UpsTestid を参照すると、最後に実施したテストの TestID を確認できます。実施中のテ

ストを中断する場合はテスト中断を示す TestID を設定します。テストの ObjectID・TestID・実

施可能なテストの対応は以下の通りです 
 

ObjectID ObjectName TestID 実施テスト 

1.7.7.1 UpsTestNoTestsInitiated － 実施されたテストが無いことを示す 

1.7.7.2 UpsTestAbortTestInProgress 1.7.7.2 テスト中断 

1.7.7.3 UpsTestGeneralSystemsTest 1.7.7.3 10秒間のバックアップテスト 

1.7.7.4 UpsTestQuickBatteryTest 1.7.7.4 定格バックアップ時間バックアップテスト 

1.7.7.5 UpsTestDeepBatteryCalibration 1.7.7.5 バッテリ限界までバックアップテスト 

※テストの実施方法はMIBで定義されている方法と異なり、TestidにTestIDを設定するだけでテストが実施することが可能です。 
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(ⅲ) 出力制御 

①シャットダウンタイプ 

 UpsShutdownType で設定するシャットダウンタイプには、図 5-5、5-6 のように output(1), 

system(2)の２種類あります。 

 設定により、UpsShutdownAfterDelay（出力停止ディレイ）及び UpsRebootWithDuration（出

力再起動ディレイ）に値を設定した時の UPS 出力停止の動作が異なります。 

UpsShutdownType が output(1)の場合、ネットワーク経由から UPS の出力を直接停止または再起

動を行います。また、UpsShutdownType が system(2)の場合、UPS 運用監視ソフト「BPSPOC」に

シャットダウン命令を送出しサーバのシャットダウンを実施します。UPS は BPSPOC からの設定

により、UPS の出力を停止させます。 

 

※system(2)のUPS制御を実行するには「5.2(5)③（ⅰ） シャットダウンスクリプト」の設定が必要ですので、ご注意くだ

さい。 

 

図5-5 動作イメージ（UpsShutdownType =output(1)の場合） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-6 動作イメージ（UpsShutdownType =system(2)の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①停止時間設定 

①停止時間設定 

SNMP マネージャ UPS 

AC 出力 

②設定時間後 UPS 停止 

イーサネット 

SNMP マネージャ UPS 

AC 出力 

Telnet 

サーバ 

←②シャットダウン命令 

③サーバシャットダウン開始 
④設定時間後 UPS 停止

イーサネット 
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② タイプ別制御設定 

 

 UpsShutdownTypeがoutput(1)の場合 UpsShutdownType が system(2)の場合 

UpsShutdownAfterD

elay 

(出力停止ﾃﾞｨﾚｲ) 

値を設定すると設定時間後に UPS の出力が

停止します。 

停電中（バックアップ運転中）に値を設定し

た場合は停電回復後、UpsAutoRestart の設

定により出力のリブートを行います。通常運

転中に値が設定された場合、出力停止後の自

動リブートは行いません。出力を再度開始し

たい場合は UPS のスイッチを操作したり、

UpsStartupAfterDelay（出力開始ディレイ）

を設定したりする等の操作を行う必要があ

ります。 

 

※カウントダウン中に-1 を設定すると、中断され

ます。 

※MIB の設定時間の単位は秒ですが、自動的に 1

分単位に切り上げられます。たとえば 出停止デ

ィレイ時間に 30 秒を設定した場合、1分後に出力

を停止します。 

値を設定するとカウントダウンが０に

なったときに、「5.2(2)(ⅰ) OS シャッ

トダウン後 UPS 出力停止シーケンス動

作」を開始します。 

 

※カウントダウン中に-1 を設定すると、中断

されます。 

※system(2)の UPS 制御を実行するには

「5.2(5)（ⅰ） シャットダウンスクリプト

の設定」が必要ですので、ご注意ください。

 

 

UpsRebootWithDurat

ion 

(出力再起動ﾃﾞｨﾚｲ) 

値を設定すると、設定時間後に UPS の出力が

停止します。出力停止から 1 分後に再度 UPS

の出力を開始します。 

 

※カウントダウン中に-1 を設定すると、カウント

ダウンが中断されます。 

※MIB の設定時間の単位は秒ですが、自動的に 1

分単位に切り上げられます。たとえば停止時間に

30 秒を設定した場合、UPS は 1 分後に出力を停止

します。 

値 を 設 定 す る と 設 定 時 間 後 に 、

「5.2(2)(ⅰ) OS シャットダウン後 UPS

出力停止シーケンス動作」を開始しま

す。停止後、UPS は再起動します。 

     

※カウントダウン中に-1 を設定すると、中断

されます。 

※ system(2) の UPS 制御を実行するには

「5.2(5)(ⅰ) シャットダウンスクリプトの設

定」が必要ですので、ご注意ください。 

UpsStartupAfterDe

lay 

（出力開始ﾃﾞｨﾚｲ） 

値を設定すると設定時間後に UPS の出力が開始します。 

 

※カウントダウン中に-1 を設定すると、カウントダウンが中断されます。 

※秒単位での設定が可能です。 
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5.5.メンテナンスメニュー 

 

(1) 装置情報 

画面左のメンテナンスメニューの“装置情報”をクリックすると、装置情報画面が表示されます。 

本ボードがセットされている UPS の装置情報の表示および設定が行えます。最終行の設定ボタンを押下

し、再起動後に設定は有効となります。 

 

1.管理者（半角 60 文字、全角 30 文字以内）

2.接続装置（半角 16 文字、全角 8文字以内）

3.設置場所（半角 60 文字、全角 30 文字以内）

4.物理アドレス 

5.コメント（半角 10 文字、全角 5文字以内）

6.バッテリ交換実施日 

7.バッテリ交換実施回数 

8. 格出力容量 (W) 

9.ブザー鳴動 

10.製造番号 

 

 

(2) ログ設定 

画面左のメンテナンスメニューの“ログ”をクリックすると、ログ画面が表示されます。各種ログをダ

ウンロードしたり Mail で送信したり syslog で他のサーバーへ送信できます。ログには日付・時間が先

頭に付加されています。 

(ⅰ)ログの種類 

1. イベントログ: 

各種イベント発生時に記録 

2. 計測ログ: 

各種イベント発生時および60秒毎に温 

度入出力電圧、電力等を記録 

3. SNMPclログ： 

SNMPクライアント動作のログを記録 

4. CGIログ：WEB動作のログを記録 

5. FTPsvログ： 

FTPサーバ動作のログを記録 

6. SOCKETsvログ：SOCKETサーバ動作のログを記録 

7. UPSログ：UPS動作のログを記録 

8．システムログ：システム動作上のログを記録(スクリプトの実行状況) 

9．管理プロセスログ： 管理プロセス上のログを記録 
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（ⅱ）ダウンロード 

ダウンロードはブラウザを操作している 

コンピュータにログをダウンロードする 

機能です。 

ダウンロード実行ボタンを押すことで、 

右図の画面が表示されます。 

“ここをクリックしてください”部分を 

クリックするとダウンロード動作に入り 

ます。ダウンロード動作に問題あるときは、 

マウスの右ボタンを押して保存してくださ 

い。尚、ログファイルの文字コードは 

Shift-JIS 形式となっておりますので、 

ご注意ください。 

 

（ⅲ）メール送信 

メールの送信先は下の「メール送信時

のメールアドレス」で設定したアドレ

スに、 「メール送信時の件名」で設

定した件名でメールを送信します。 

件名には「"$l"=ログ名、"$i"=IP アド

レス、"$m"=送信者名」が使用できます。 

メールサーバー、送信者名はネットワ

ークのメール設定の設定を使用します。 

メール送信は「自動送信」と「手動送

信」があります。「自動送信」にチェッ

クを入れておくとボード内のログエリ

アが一杯になると自動的に送信します。

「手動送信」はボタンをクリックする

とそれまでたまっているログが送信さ

れます。 

いずれの方法でもメールを送信するとボード内のログはクリアされます。 

 

（ⅳ）syslog 

syslog 機能を使用することで UPS の状態を syslog 機能が動作しているサーバーにリアルタイムで転送

できます。サーバー側では外部からの syslog データを受け取るための設定が必要になることがありま

す。（Red Hat Linux では syslogd を起動する際、コマンドラインに"-r"を追加します。一般的な UNIX

では"-r"のオプションは必要ありません）ログ毎に送信するかどうか、および、機能(Facility)、重要

度(Severity)をそれぞれ個別に指定できるようにしてあります。機能(Facility)、重要度(Severity)は

あくまで識別子としてのみ使用しており、これらを変更しても出力される内容は同じです。 

サーバー側では機能(Facility)、重要度(Severity)を使い、ログの振り分けを行うことが可能です。詳

しくはサーバー側の syslog のマニュアル等を参照願います。syslog で送信してもその内容はボード内

のログエリアにも保存されます。 
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syslog の設定は右の画面の設定項目があります。 

1．syslog の送信先 IP アドレス： 

 syslog データを受け取るサーバーの IP アドレスを設定します。 

 サーバー側ではネットワーク上からの syslog データを受け取る設定にする必要があります。 

2．syslog 送信時の漢字フォーマット： 

 いくつかのログには漢字が使われています。ログを受け取るサーバーの漢字設定にあわせてください。 

3．大きいメッセージの分割： 

 メッセージが大きいと正常に受け取れない場合はチェックを入れてください。例えば、Windows 用

syslog フリーソフトなどがそれに当ります。 

4．テスト送信： 

 syslog が正しく送信できるかを判断するためにテスト送信を行うことが出来ます。 

 

＜RedHatLinux のホスト側設定例＞ 

RedHatLinux では syslog の制御は/etc/syslog.conf で定義します。なお、/etc/syslog.conf の変更

や syslogd の再起動は管理者権限が必要となります。 

例えばイベントログは/var/log/upsevent、計測ログは/var/log/upsmeasurement、それ以外は全て

/var/log/upslog に振り分けたいとします。/etc/syslog.conf を確認し、local0 から local7 で未使

用なものを探します。例えば local1 が未使用であれば/etc/syslog.conf には以下の 3 行を追加しま

す。 

local1.=info                                      /var/log/upsevent 

local1.=notice                                    /var/log/upsmeasurement 

local1.debug                                      /var/log/upslog 

次に syslog が外部からのメッセージを受け取るように設定します。尚、“local1.debug ”         

と“/var/log/upslog” の間はスペースではなく、タブで区切ってください。RedHatLinux であれば

/etc/init.d/syslog に起動コマンドが記述されています。syslogd を起動している部分を探すと 

start() { 

        echo -n $"Starting system logger: " 

        daemon syslogd $SYSLOGD_OPTIONS 

が見つかります。オプション”-r”を追加すると外部からのメッセージも受け取るようになりますの

で、 

        daemon syslogd  ‒r  $SYSLOGD_OPTIONS 

の様に変更します。以上が終われば syslogd を再起動します。RedHat Linux であればコンソールより 

/etc/init.d/syslog stop 

/etc/init.d/syslog start 

と入力すると再起動します。その後、Webボードのログメニューのsyslogに関する項目を設定します。

syslog の「送信」は必要なもののみチェックを入れます。ここではイベントログ、計測ログ、CGI ロ

グ、システムログが必要なものとし、これらにチェックを入れます。「機能」は先にチェックを入れた

ログは全て「local1」にします。重要度はイベントログを”Info”に、計測ログを”Notice”に、他

の２つは”Warning”に設定します。下の項目の「syslog の送信先 IP アドレス」は先に設定した Linux

機の IP アドレスを指定します。「syslog 送信時の漢字フォーマット」は通常は”EUC”にします。も

し、ログに文字化けが発生する場合は他のものに変更してください。「大きいメッセージの分割」は
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Linux の syslogd ではチェックを入れる必要はありません。 

全てを設定したら最下位行の「設定」をクリックします。 

 

以上の操作で、Web ボードのイベントログは Linux の/var/log/upsevent に、計測ログは/var/log/ 

upsmeasurement に、他のログは/var/log/upslog に記録されます。 

 上記は Linux、特に RedHat に関する記述ですが、他のディストリビュータの Linux、および Unix で

は syslogd の起動方法が若干異なる程度で、ほぼ同じ方法で設定できます。 

 

＜Solaris9 のホスト側設定例＞ 

syslog 設定ファイル（/etc/syslog.conf）の修正を上記 RedHatLinux と同様に変更してください。 

Solaris9 ではデフォルトで外部からのメッセージを受け取るようになっていますが、syslog 起動設定

ファイル（/etc/init.d/syslog）を確認し、-t オプションが指定されていた場合は、取り除く必要が

あります。下記は Solaris9 の syslog 起動設定ファイル（/etc/init.d/syslog）のデフォルト(外部か

らのメッセージを受け取る)の設定です。/usr/sbin/syslogd >/dev/msglog 2>&1 & 

 

＜MacOSX のホスト側設定例＞ 

syslog 設定ファイル（/etc/syslog.conf）の修正を上記 RedHatLinux と同様に変更してください。 

MacOSX ではデフォルトでは外部からのメッセージを受け取らない設定になっています。syslog 起動設

定ファイル（/etc/rc）を修正し、下記のように-s オプションを削除してください。 

 

#/usr/sbin/syslogd -s -m 0 

/usr/sbin/syslogd -m 0 

 

 ※syslog は UDP の機能を使用し通信されております。UDP の特性上、通信は保証されておりません。 

  サーバーやネットワークの負荷によっては消失することがあります。 

 

(3) SNMP WEB BOARD 再起動 

画面左のメンテナンスメニューの“SNMP WEB BOARD 再起動”をクリックすると、SNMP WEB BOARD 再起

動画面が表示されます。 

 

再起動実行ボタンを押すことで、本ボードの再起動が開始

れます。 

 

※再起動することで、設定データが保存されます。 
この操作では SNMP WEB BOARD のみ再起動を行い、UPS 本体に
は全く影響を与えません。 
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(4) バージョンアップ 

画面左のメンテナンスメニューの“バージョンアップ”をクリックすると、バージョンアップ画面が表

示されます。本ボードの各種バージョンが表示されます。また本ボードのプログラムのアップデートが

ネットワーク上から行うことができます。アッ

プデート方法は参照ボタンを押し、指定のファ

イルを選択した後、アップデートボタンを押し

てください。アップデートが完了すると、自動

的に再起動します。 

 

 

 

 

 

 

(5) ヘルプ 

画面左のメンテナンスメニューの“ヘルプ”をクリ 

ックすると、ヘルプ画面が表示されます。 

（ⅰ）マニュアル 

詳細内容については、CDROM 内のマニュアル（PDF 

形式）をご覧ください。 

または、最新版につきましたは下記のアドレスに 

アクセスください。 

     http://www.yutakadenki.jp/manual/snmpweb.pdf 

(ⅱ) 簡易セットアップマニュアル 

 簡易セットアップマニュアルは下記のアドレスにアクセスしてください。 

http://www.yutakadenki.jp/manual/quickman.pdf 

（ⅲ）バージョンアップ情報＆シャットダウンスクリプト例 

最新版バージョンアップ情報 ＆ シャットダウンスクリプト例は下記のアドレスにアクセスくださ

い。 

http://www.yutakadenki.jp/japanese/seihin/ups/optionboard/program/snmpweb_program.htm 

 

 

  (6) 初期値 

       初期値一覧表へのリンクです。 

    SNMP Web Board のリセットボタンを 10秒以上押して LED が全点灯後に離すと一覧表の値(工場出荷値) 

に戻ります。 
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(7) バックアップ 

"バックアップの実行"ボタンを押下すると、 

 

 

 

 

"ここをクリックしてください。"画面が表示 

されます。ここをクリックするか、または右 

クリックでパラメータファイルを保存して 

ください。拡張子に"pac"が付くファイルで 

あれば、英数"-_"の範囲でファイル名は自由 

に設定可能です。 

スクリプトやアカウントのパスワードに関しては暗号化しております。 

 
(8) リストア 

      上記のバックアップで保存した 

param.pac ファイルを参照ボタンより選 

択し、｢リストア実行｣をボタンを押下し 

ます。 

リストア実行ボタンにはネットワーク 

設定を変更しないものとネットワーク 

設定を変更するものがあります。 

｢ネットワーク設定を変更しない｣ボタ 

ンはネットワークの IP アドレス、サブ 

ネットマスク、デフォルトゲートウエイ 

は変更されません。 

｢ネットワーク設定を変更する｣ボタン 

はネットワークの IP アドレス、サブネ 

ットマスク、デフォルトゲートウエイも変更されます。 

 

なお、古いバージョンでバックアップしたパラメータファイルと完全に互換があり、ネットワーク設定 

も含まれておりますので、どちらのボタンも正常に動作します。 

 

いずれの場合も以下の設定は UPS 自身が保持していますので、変更されません。 

■ON/OFF 制御：セグメント起動遅延時間 

■シャットダウン設定：停電回復後の UPS 再起動動作、復電後起動遅延時間 

■装置情報：接続装置、コメント、バッテリ交換実施日、バッテリ交換実施回数、ブザー鳴動 
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5.6.終了メニュー 

 

(1) シャットダウン中止 

画面左の終了メニューの“シャットダウン中止”をクリックすると、シャットダウン中止が実行され、

シャットダウン中止画面が表示されます。 

 

シャットダウンが中止されるのは、「5.3(2)

図5-1 OSシャットダウン後UPS出力停止シ

ーケンス」および「5.2(4) 図 5-3 スケジュ

ールシーケンス」のディレイ２の間だけ可能

です。 
 

 

(2) ログアウト 
画面左の終了メニューの“ログアウト”をクリックすると、ログアウト画面が表示されます。 

 

WEB ブラウザを閉じるときには必ずログアウ

トしてください。 

WEB ブラウザ画面を閉じるだけですと、セッ

ションの接続が約 15 分間継続しますので、ご

注意ください。 

 

 

６．仕様一覧  
 

項 目 仕 様 

型 名 SNMP WEB BOARD 

幅 100mm 

奥行 110mm 

高さ 25mm 

寸 

 

法 

質量 0.07kg 

消費電力 2.5W以下 

使用温度 0～50℃ 

使用湿度 10～80％（ただし、結露なきこと） 

保管温度 -10～60℃ 

環

境

条

件 保管湿度 10～80%（ただし、結露なきこと） 
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７．困ったら 
 

症状 確認 処置 

CONFIGスイッチ SW1に設定してください。 

 

イーサネットインタフェース 本ボードに接続した 10BASE-T もしくは

100BASE-TXケーブルの他方をハブ、ルー

タ等のネットワーク機器に接続する場合

はストレートケーブルをご使用くださ

い。またコンピュータに接続する場合は

クロスケーブルをご使用ください。 

入力ケーブルは、UPS に接続されて

いますか？  

また、コンセントに接続されていま

すか？ 

入力ケーブルを UPS または、コンセント

に正しく接続してください。 

 

本ボードが動作しない。 

上記確認で問題ない場合 本ボードをUPSの拡張SLOTから抜き差し

するか、もしくはUPSのOPERATIONスイッ

チをOFFにした後、UPSの入力ケーブルを

抜いてください。10 秒後に入力ケーブル

を再接続し、OPERATIONスイッチをOFFに

してください。 

 

本ボードのアクセス制限で、あなた

のコンピュータが未許可になってい

ませんか？ 

 

許可されているコンピュータからアクア

セス制限の設定をしてください。 

動作していた WEB ブラウザが突然表

示できない。 

上記確認で問題ない場合 telnetで本ボードにログインし、Top Menu

からsを選択し、次にyを選択すると、設

定値を保存してから本ボードが再起動し

ます。telnet で本ボードにログインでき

ない場合は、本ボードを UPS の拡張 SLOT

から抜き差しするか、もしくは UPS の

OPERATION スイッチを OFF にした後、UPS

の入力ケーブルを抜いてください。10 秒

後に入力ケーブルを再接続し、OPERATION

スイッチをOFFにしてください。 

 

 

注）設定値およびログデータのバックアップを行うため、１日 1 回本ボードは自動的に再起動します。UPS 本体および本

ボードの動作には影響ありませんので、ご安心ください。また本ボードがハングアップする恐れがありますので、UPS の

AC 入力投入後、約 1 分間は本ボードにアクセスしなでください。 
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８．付録 

8.1.telnet設定 

OS 側で telnet サービス環境を整備してください。 

telnet サーバーがインストールされていない場合は、インストール作業を行ってください。近年セキュリテ

ィ強化のため、telnet サーバーがデフォルトで許可されていない OS が多くなっています。コマンドライン

より telnet サーバーを起動させる一例を掲載します。GUI 環境からの設定および詳細につきましては、各

OS のマニュアルをご覧になるか、メーカーにお問い合わせください。 

 

（1）Windows2000 以降の telnet サーバーの起動の仕方 

CD に同梱されている winsetup.exe により自動的に設定することもできます。詳細につきましては、

「4.2(2) ＜Windows システムをシャットダウン＞」をご覧ください。 

 

（2）Solaris10 の telnet サーバーの起動の仕方 

・inetadm コマンドを実行してください。 

 # inetadm -l telnet:default | grep tcp_trace 

 default  tcp_trace=FALSE 

 # inetadm -m svc:/network/telnet:default tcp_trace=TRUE 

 # inetadm -l telnet:default | grep tcp_trace 

          tcp_trace=TRUE 

・inetd.conf を編集し inetconv コマンドでレジストリに書き込む 

 # inetconv -i /etc/inet/inetd.conf 

 

（3）RedhatLinux、TurboLinux の telnet サーバーの起動の仕方 

/etc/xinetd.d/telnet をエディタで開いて、以下のように disable 行の yes を no にします。 

 service telnet { 

  disable   = no <-yes を no にする 

  socket_type = stream 

  protocol   = tcp 

  wait    = no 

  user    = root 

  server   = /usr/sbin/in.telnetd 

  server_args = -h 

}   

 

次に以下のように xinetd を再起動します。 

  # /etc/rc.d/init.d/xinetd restart   

もしこれで接続できない場合は、/etc/hosts.allow の telnet 項目を以下のように変更をしてください。 

in.telnetd: 192.168.1.0/255.255.255.0 :ALLOW 

  

設定完了後、OS を再起動してください。 
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（4）VineLinux3.0 の telnet サーバーの起動の仕方 

デフォルトでは telnet サーバーが入っていません。 

 # apt-get install telnet-server を実行し、Telnet サーバーをインストールしてください。 

また/etc/inetd.conf の telnet の行のコメントアウトをはずし、OS 起動時に自動起動するように以下の

ように変更します。 

  #telnet stream tcp nowait root /usr/sbin/tcpd in.telnetd 

   ↓ 

  telnet stream tcp nowait root /usr/sbin/tcpd in.telnetd 

 

8.2.SSH設定 

（1）OS 側の設定 

OS 側で SSH(Secure Shell)サービス環境を整備してください。 

SSHv1 が対応されていない OS については、SSH の config（sshd_config）ファイルの 

編集が必要です。SSHv1 サービスを起動させる一例を掲載しますが、詳細につきましては、各 OS メーカ

ーにお問い合わせください。GUI 環境からの設定および詳細につきましては、各 OS のマニュアルをご覧

になるか、メーカーにお問い合わせください。 

 

（ⅰ）RedhatLinux  

デフォルト設定で問題ありません。 

# /etc/init.d/sshd start 

（ⅱ）Solaris9 

sshd_config の編集 

/etc/ssh/sshd_config に対して以下の変更及び追加 

    ・protocol 2 ⇒ protocol 1,2 （変更） 

（ⅲ）MacOSX 

sshd_config の編集 

/etc/sshd_config に対して以下の変更及び追加 

    ・protocol 2 ⇒ protocol 1,2 （変更） 

 

※ 他 OS の場合も sshd_config を同様に編集してください。 
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（2）SNMP WEB BOARD 側の設定 

① 左のメニュー画面のイベント設定をクリックし、スクリプト編集画面を表示します。 

② スクリプト編集画面に SSH 機能チェックボックスが表示されるので、それをチェックして設定してく  

ださい。 

 

 

 

③ 各 OS のスクリプト設定例を表 8-1 に示します。その他 OS につきましては、SSH によるログイン時の 

操作内容を記述することで、SSH スクリプトを設定できます。UNIX 系 OS では、“ssh IP アドレス”で

一連のコマンド操作を確認することができます。スクリプトコマンドの内容につきましては、

「5.2(5)(ⅹ) スクリプト・コマンド内容」をご覧ください。 

 

表 8-1 スクリプト設定例 

RedHatLinux8、9 solaris9 MacOSX 

onrecv "(yes/no)? " : "yes\r" 

recv "password: " 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "/sbin/shutdown -h now\r" 

disconnect 120 

onrecv "(yes/no)? " : "yes\r" 

recv "password:" 

send $pass1 "\r" 

recv "%" 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "#" 

send "shutdown -y ‒i0 -g0\r" 

disconnect 120 

onrecv "(yes/no)? " : "yes\r"

recv "password: " 

send $pass1 "\r" 

recv "$ " 

send "su\r" 

recv "Password:" 

send $pass2 "\r" 

recv "# " 

send "/sbin/shutdown -h now\r"

disconnect 120 
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8.3.telnetメニュー操作 

telnetでWebボードにログインすることで、Webの操作のいくつかをコンソールから行うことが出来ます。 

 

（１）操作方法 

 telnet で Web ボードに接続します。 

 $ telnet web ボードの IP アドレス 

 "Login:"プロンプトが現れない場合は一度エンターキーを押してください。 

  "Login:"プロンプトが現れたらアカウント"upsuser"(デフォルト)を入力し、 

 "Password:"プロンプトが現れたらパスワード"upsuser"(デフォルト)を入力してください。 

 以下のようなメニューが現れます。 

  +----------------+ 

  |    Top Menu    | 

  +----------------+ 

  Network           -> n : ネットワーク関係 

  Access limit      -> a : アクセス制限関係 

  PowerControl      -> p : ON/OFF 制御関係 

  Save & reboot     -> s : パラメータを Flash ROM に保存して再起動 

  Compulsion reboot -> c : パラメータを保存せず再起動 

telnet/ssh exec   -> t : 本ボード経由で他の PC に telnet/ssh でログイン 

  Quit              -> q : 何もしないで終了 

 

 プロンプト"Select ?"の後に上記コマンドを入力します。 

  

   （２）コマンドの説明 

      表 8-2 にメニュー一覧とコマンドの説明を表記します。 

 

表 8-2 メニュー一覧表 

メニュー ｺﾏﾝﾄﾞ 内容 

Network                n ネットワーク関係。以下のメニューが表示されます。 

"NTP sv addr"を除いて、トップメニューの"Save & reboot"で再起動後に有効になります。 

IP Address    1 このボードの IP アドレスを設定します。「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で入力します。xxx は 0 から

255 の値です。これら以外の値やこの形式になっていない場合は設定されません。 

Subnet mask    2 サブネットマスクを設定します。サブネットマスクの上位からのビット数を指定します。24 で

"255.255.255.0"の意味になります。 

Gateway         3 デフォルトゲートウエィの IP アドレスを設定します。 

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で入力します。xxx は 0 から 255 の値です。 

これら以外の値やこの形式になっていない場合は設定されません。 

HTTP Port       4 HTTP のポート番号を変更するときに指定します。 

 デフォルトは"80"です。通常、変更する必要はありません。 

HTTPS Port      5 SSL 方式の HTTPS のポート番号を変更するときに指定します。 

 デフォルトは"443"です。通常、変更する必要はありません。 

  

Socket sv Port  6 Socket サーバー機能のポート番号を変更する場合に指定します。デフォルトは"8192"で

す。 

 他のアプリケーションと重複する場合、それを回避する場合に値を変更します。 



54                                      1520201T 

NTP sv addr  7 NTP(Network Time Protocol)とは NTP サーバーより正確な時間を入手し、自分自身を正確

な時間に保つために使用するネットワークプロトコルです。ここでは NTP サーバーの IP アド

レスを設定します。NTP機能を使用しない、NTPサーバーが存在しない場合は"0.0.0.0"を指

定します。 

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で入力します。xxx は 0 から 255 の値です。これら以外の値やこの

形式になっていない場合は設定されません。 

この項目のみ再起動しなくてもすぐに反映されます。 

SnmpMode     8 SNMPのUPS・MIBを日本仕様のJEMA、もしくは世界標準のRFC1628にするかを選択しま

す。 

 詳細は「5.3(4)3 SNMP・MIB 設定」を参照ください。 

Save and quit   ｓ ここまでの変更をファイルに仮保存し、このメニューを終了します。 

最終的な保存はトップメニューの"Save & reboot"で行われます。 

 

quit          q ここまでの変更を破棄し、このメニューを終了します。 

Access limit       a 
アクセス制限関係。ネットワークのアクセス制限のみ設定します。 

Web 画面では 8 箇所ですが、ここでは自動的に設定される送信メールサーバー[9]、

Windows メッセージ送信先[10～13]、冗長化ターゲット[14]も変更可能です。 

最後の「Save <y/n> ?」で"y"を指定すると仮保存されます。最終的な保存はトップメニュー

の"Save & reboot"で行われます。"n"を指定するとこれまでの設定は破棄されます。 

PowerControl      p ON/OFF 制御関係。以下のメニューが表示されます。 

ただし、現在の状態やセグメントの有無、UPS本体のDSWの設定によるセグメントの状態に

より有効なメニューのみ表示されます。 

ここのメニューは UPS 本体に直接設定しますので、操作後、すぐに反映されます。 

Main Output OFF -> ON    1 メインの出力が OFF の場合にのみ表示されます。メイン出力を ON にします。 

UPS 本体の電源スイッチが OFF の場合はこの操作でも ON にはなりません。 

Main Output ON -> 

OFF(with OS down) 

2 メインの出力が ON の場合にのみ表示されます。 

OS のシャットダウンを伴う出力停止を実行します。 

Main Output ON -> 

OFF(only UPS) 

3 メインの出力が ON の場合にのみ表示されます。 

OS のシャットダウンを行わず出力停止を実行します。 

Segment1 Output OFF -> 

ON    

4 UPS本体にセグメント出力があり、セグメント独立に指定され、メイン出力がONでセグメント

１出力が OFF の場合のみ表示されます。 

セグメント１の出力を ON にします。 

Segment1 Output ON -> 

OFF     

5 UPS本体にセグメント出力があり、セグメント独立に指定され、メイン出力がONでセグメント

１出力が ON の場合のみ表示されます。 

セグメント１の出力を OFF にします。 

Segment2 Output OFF -> 

ON  

6 UPS本体にセグメント出力があり、セグメント独立に指定され、メイン出力がONでセグメント

２出力が OFF の場合のみ表示されます。 

セグメント２の出力を ON にします。 

Segment2 Output ON -> 

OFF  

7 UPS本体にセグメント出力があり、セグメント独立に指定され、メイン出力がONでセグメント

２出力が ON の場合のみ表示されます。 

セグメント２の出力を OFF にします。 

Segment1 Start,Stop time 8 UPS 本体にセグメント出力があり、セグメント遅延に指定されている場合のみ表示されま

す。 

セグメント１の開始遅延時間、停止遅延時間を秒単位で設定します。 

Segment2 Start,Stop time 9 UPS 本体にセグメント出力があり、セグメント遅延に指定されている場合のみ表示されま

す。 

 セグメント２の開始遅延時間、停止遅延時間を秒単位で設定します。 

  

Quit                   q このメニューを終了します。 

Save & reboot     s パラメータを保存して再起動 

Network メニュー、Access limit メニューで仮保存された内容をFlash ROMに保存し、再起動

を行い、設定を反映させます。 
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Compulsion reboot  c パラメータを保存せず再起動 

Network メニュー、Access limit メニューで仮保存された内容を破棄し、再起動を行います。

telnet/ssh exec ｔ 本ボードを経由し、他のコンピュータに telnet か ssh(Ver.1)で接続を行います。 

スクリプトを作る際のコンピュータの挙動を確認するために使用します。 

コンピュータの telnet/ssh からスクリプトを実行したいコンピュータに接続したときと本ボード

から接続したときではコンピュータの応答が若干異なることがあります。 

telnet t telnet で接続します。 

｢IP address｣を問い合わせますので、接続するコンピュータの IP アドレスを入力します。 
 

ssh s ssh(ver.1)で接続します。 

｢IP address｣と[User name]を問い合わせますので、接続するコンピュータの IP アドレスとユ

ーザ名を入力します。 

Quit               q 何もしないで終了 

メニュープログラムを終了します。 
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